
世
界
概
念
の
哲
学

　
　
　
　
　
…
カ
ン
ト
に
於
け
る
道
徳
と
宗
教
の
問
題
ー
ー

有
　
福
　
孝
　
岳

　
「
人
間
的
理
性
は
そ
の
認
識
の
一
種
類
に
於
て
特
殊
な
運
命
1
そ
れ
が
避
け
る
可
ら
ざ
る
（
な
ぜ
な
ら
理
性
霞
身
の
本
性
に
よ
っ
て

自
ら
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
故
に
）
、
併
し
答
え
る
可
ら
ざ
る
（
な
ぜ
な
ら
人
間
的
理
性
の
全
能
力
を
凌
駕
し
て
い
る
が
故
に
）
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

よ
っ
て
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
一
を
有
す
る
」
（
囚
蜂
節
岱
2
鼠
器
質
く
Φ
旨
信
鼠
口
歌
く
憂
く
。
霞
象
。
）
。
か
く
語
ら
れ
る
青
男
理
性
の
弁
証
法

的
側
面
の
顕
著
な
一
例
と
し
て
の
、
カ
ン
ト
に
於
け
る
道
徳
と
宗
教
の
関
係
の
不
即
不
離
性
を
照
験
せ
ん
と
す
る
の
が
小
論
の
意
図
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
同
時
に
そ
の
秘
鍵
は
認
識
と
思
推
、
知
識
と
儒
仰
、
理
論
と
実
践
の
関
係
の
内
に
有
る
こ
と
が
自
ら
挿
話
的
に
も
示
さ
れ
る
で
あ
ろ

》
つ
。

　
※
尚
引
用
は
悉
く
℃
窪
ご
8
℃
謀
ω
。
匿
ご
d
岡
ぴ
｝
凶
。
峠
冨
犀
（
所
謂
フ
ォ
ル
レ
ン
ダ
…
版
カ
ン
ト
全
集
、
旧
版
、
薪
版
〔
ぎ
囲
魚
び
註
α
q
o
餌
溢
出
⇔
ヨ
ぴ
竃
α
Q
〕
）

　
　
の
頁
付
に
よ
る
。
　
（
略
母
）
は
第
　
批
判
第
一
版
（
諺
）
、
製
版
（
切
）
、
第
二
批
判
（
℃
＜
）
、
第
三
批
判
（
C
）
、
宗
教
論
（
菊
）
、
論
理
学
講
義
（
い
）
、

　
　
○
醤
巳
δ
α
q
毎
㈲
N
罎
竃
Φ
櫛
碧
げ
楼
ω
艶
恥
興
ω
葺
2
（
○
）
、
¢
げ
霞
黛
。
男
。
基
。
ξ
葬
伍
Φ
H
鼠
①
数
台
誘
斧
。
・
Φ
謬
ピ
①
尋
海
山
N
二
曲
薫
。
嵐
（
閃
亀
ζ
）
等

　
　
々
。
尚
傍
点
、
括
弧
等
は
必
ず
し
も
原
典
通
り
で
な
く
、
筆
者
の
掻
意
に
よ
る
。
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第
一
章
　
最
高
善
の
教
説
と
し
て
の
哲
学

1
　
世
界
概
念
の
哲
学

　
周
知
の
如
く
、
カ
ン
ト
は
、
哲
学
の
概
念
と
し
て
ω
o
ゲ
巳
び
①
0
9
誌
駿
と
芝
①
犀
ぴ
ω
σ
q
比
勘
（
8
ヨ
の
讐
話
8
ω
ヨ
μ
窪
ω
）
に
二
大
別
し
た
（
＜
α
q
ピ

bご

B。

@
①
轡
r
田
乱
6
津
§
σ
q
霞
）
。
而
し
て
哲
学
の
学
校
概
念
と
は
「
学
問
と
し
て
の
み
探
究
さ
れ
か
か
る
知
識
の
体
系
的
統
一
従
っ
て
認
識

の
論
理
的
完
全
性
以
上
の
何
も
の
を
も
多
々
と
し
な
い
認
識
の
体
系
の
概
念
」
（
ゆ
G
。
①
①
）
と
さ
れ
二
つ
の
部
分
を
持
つ
。
第
一
に
「
理
性

認
識
の
豊
富
な
貯
蔵
庫
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
こ
れ
ら
認
識
の
体
系
的
連
関
、
或
い
は
一
つ
の
全
体
の
理
念
に
於
け
る
認
識
の
結
合
」
で

あ
る
（
い
b
。
①
）
。
故
に
先
ず
認
．
識
の
素
材
と
し
て
の
多
様
（
内
容
的
多
様
）
供
給
の
地
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、
之
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
原

理
構
成
に
基
づ
い
て
一
つ
の
体
系
的
結
合
（
形
式
的
統
一
）
へ
と
招
来
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
こ
の
哲
学
の
を
誘
①
蕊
警
紘
島
。
算
①
津
を
物

語
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
即
ち
「
本
来
の
意
味
に
於
て
体
系
的
連
関
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
学
問
に
体
系
的
統
一
を
与
え
る
と
こ
ろ
の

唯
一
の
学
問
」
（
ピ
ト
こ
無
）
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
然
る
に
か
か
る
「
唯
一
の
学
問
」
は
単
独
で
は
正
に
そ
の
名
の
故
に
、
如
何
に
厳

密
で
あ
ろ
う
と
も
、
講
壇
的
特
殊
的
で
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
が
故
に
あ
く
迄
「
世
界
概
念
」
へ
高
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
「
学
派
の
独
占

ζ
8
0
℃
o
一
匹
霧
ω
。
プ
巳
窪
」
を
失
わ
し
め
、
「
人
間
の
関
心
H
銅
器
⑦
ω
。
。
①
山
門
竃
Φ
霧
。
び
①
⇒
」
を
得
せ
し
め
て
、
全
て
の
有
害
な
影
響
を
奪

取
す
る
こ
と
こ
そ
哲
学
の
元
初
的
課
題
た
る
故
に
（
切
×
×
×
凝
）
。
「
こ
こ
で
世
界
概
念
と
は
各
人
が
必
然
的
に
関
心
す
る
と
こ
ろ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
量
）

に
関
わ
る
概
念
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
若
し
学
問
が
或
る
任
意
の
昌
的
に
対
す
る
練
達
性
○
①
ω
。
窪
。
掴
搾
算
。
置
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
時

に
は
私
は
そ
の
学
問
の
意
図
を
学
校
概
念
に
従
っ
て
限
定
す
る
」
（
切
c
Q
①
“
諺
コ
B
●
）
と
言
わ
れ
る
如
く
、
後
者
は
前
者
に
奉
仕
す
る
限
り
に

於
て
の
み
意
味
を
持
つ
に
す
ぎ
ぬ
。
単
に
学
校
概
念
に
留
ま
る
こ
と
は
「
思
弁
的
知
識
だ
け
を
求
め
、
而
し
て
如
何
に
多
く
の
知
識
が
人
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問
的
理
性
の
最
終
鼠
的
に
稗
益
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
溝
過
す
る
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
骨
癌
に
対
す
る
理
性
使
用
の
為
の
規
瑚
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

え
る
」
（
い
ト
σ
①
）
に
す
ぎ
ぬ
所
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
呼
ん
だ
諸
説
者
（
魯
ま
も
。
曾
の
）
で
あ
っ
て
未
だ
コ
愛
智
者
（
魯
N
駆
§
書
の
）
」
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

（
関
Φ
の
鷲
爵
β
劇
。
。
O
餌
）
。

　
之
に
反
し
て
世
界
概
念
の
哲
学
は
世
界
市
民
の
有
用
性
Z
捧
践
。
穿
Φ
搾
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
「
智
慧
名
①
貯
書
函
の
教
説
」
で
あ
り

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
理
性
の
立
法
学
く
Φ
ヨ
§
葎
σ
q
①
ω
o
欝
σ
Q
⑦
げ
⑦
『
ご
」
で
あ
る
（
ピ
ト
。
①
）
。
然
る
に
「
数
学
者
、
自
然
科
学
者
、
論
理
学
者
が
あ
っ
て
殊
に
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
二
老
が
一
般
に
理
性
認
識
に
於
て
、
論
理
学
者
が
殊
に
哲
学
的
認
識
に
於
て
い
く
ら
前
進
し
た
と
し
て
も
け
れ
ど
も
理
性
技
術
者
く
Φ
サ

昌
に
瓢
鵠
春
雪
こ
巽
に
す
ぎ
ぬ
」
　
（
ゆ
。
。
＄
）
。
な
ぜ
な
ら
本
来
哲
学
者
は
、
自
ら
の
理
性
を
決
し
て
模
倣
的
機
械
的
に
で
は
な
く
て
、
あ
く

ま
で
「
自
由
」
に
使
用
す
る
べ
く
「
自
ら
を
試
練
せ
ん
と
し
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
　
（
い
鱒
q
）
と
こ
ろ
の
ω
①
子
。
。
巳
①
昌
犀
①
H
に
他
な
ら

ぬ
。
即
ち
世
界
概
念
の
哲
学
者
と
は
「
人
間
的
理
性
の
本
質
的
欝
的
を
促
進
す
る
為
に
こ
れ
ら
全
て
を
試
み
、
こ
れ
ら
を
道
具
と
し
て
利

用
す
る
と
こ
ろ
の
理
想
に
於
け
る
教
師
」
（
ゆ
○
○
①
“
）
と
想
わ
れ
る
。
故
に
こ
の
哲
学
は
学
閥
と
智
慧
の
合
一
で
あ
っ
て
、
而
も
学
か
ら
智

慧
へ
順
序
立
て
ら
れ
る
が
故
に
前
者
は
O
o
⇔
干
瓢
。
ω
す
①
ρ
舞
8
昌
で
あ
り
後
老
は
十
分
条
件
で
あ
る
。
蓋
し
「
学
問
な
き
智
慧
は
吾

吾
が
決
し
て
到
り
得
ぬ
一
つ
の
完
全
性
の
影
絵
に
す
ぎ
な
い
」
さ
り
と
て
「
知
識
は
全
て
の
認
識
と
練
達
性
の
合
目
的
結
舎
が
統
一
に
到

ら
ぬ
限
り
哲
学
老
を
構
成
し
な
い
」
と
言
わ
れ
る
程
に
「
学
問
は
た
だ
智
慧
の
機
関
○
構
α
q
螢
β
と
し
て
の
み
内
的
な
真
の
価
値
を
持
つ
も

の
で
あ
る
」
　
（
い
b
o
鼠
）
。
ま
こ
と
「
智
慧
へ
の
道
は
若
し
そ
れ
が
確
固
と
な
っ
て
不
通
に
さ
れ
或
い
は
迷
い
易
き
も
の
た
る
べ
き
で
な
い

な
ら
ば
、
吾
々
入
間
に
慌
て
は
不
可
質
的
に
学
問
に
よ
っ
て
醐
通
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
　
（
も
く
δ
卜
。
）
、
従
っ
て
「
学
問
（
批
判
的
に
求

め
ら
れ
、
方
法
的
に
導
入
さ
れ
た
）
は
智
慧
の
教
え
に
鋼
る
狭
き
門
で
あ
る
」
（
℃
＜
H
。
。
。
。
）
。
然
も
世
界
概
念
の
哲
学
と
は
万
人
の
関
心
す

る
と
こ
ろ
の
世
界
市
民
的
≦
①
開
げ
¢
茜
①
監
。
｝
μ
意
味
で
の
哲
学
の
故
を
以
て
公
衆
は
た
と
え
学
問
と
し
て
求
め
ら
れ
た
緬
緻
な
哲
学
的
研

究
に
は
関
与
し
な
い
と
は
い
え
、
か
か
る
攻
究
の
後
に
は
じ
め
て
明
る
み
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
教
え
に
は
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
哲
学
は
霞
ら
を
啓
く
こ
と
に
於
て
世
界
を
啓
く
「
啓
蒙
」
を
孤
蝶
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
「
吾
々
の
理
性
使
用
の
最
高
格
律
の

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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922
　
学
問
」
（
い
ト
。
“
）
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
か
か
る
量
界
市
民
的
意
味
で
の
哲
学
に
対
し
て
カ
ン
ト
は
次
の
四
面
を
設
定
す
る
（
ピ
ト
。
メ
碧
Q
。
件
ぎ
象
p
ミ
O
G
。
・
G
。
・
野
く
σ
q
　
b
⇒
。
。
。
。
ω
）
。

　
　
　
ω
私
は
何
を
知
り
得
る
か
を
器
訂
目
搾
げ
鼠
ω
ω
窪
っ
（
形
而
上
学
）

　
　
　
②
私
は
何
を
為
す
べ
き
か
妻
器
ω
○
に
搾
ゲ
窪
部
勺
（
道
徳
）

　
　
　
③
私
は
何
を
望
ん
で
よ
い
か
白
霧
幽
9
鳳
8
ゲ
ゲ
。
ぬ
①
嵩
勺
（
宗
教
）

　
　
　
ω
人
間
と
は
何
で
あ
る
か
妻
器
蜂
匹
興
ζ
①
窃
畠
～
（
人
間
学
）

　
　
　
而
し
て
カ
ン
ト
に
依
る
と
前
三
問
は
悉
く
「
人
間
学
に
算
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
蓋
し
十
三
問
は
悉
く
最
後
の
閥
い
に
関
わ
る
か
ら
」
従

　
　
っ
て
第
四
問
は
「
最
も
必
要
な
併
し
亦
最
も
困
難
な
も
の
」
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
問
い
に
答
え
ん
と
し
た
講
義
録
『
人
閥
学
臨
（
寄
ゆ
。
。
）

　
　
が
果
し
て
正
鵠
を
得
て
い
る
か
。
吾
々
が
、
　
芝
置
ω
窪
囚
9
つ
Φ
P
↓
嬬
醇
ω
○
嵩
Φ
P
鵠
。
臨
2
U
口
塊
毒
す
る
と
こ
ろ
の
主
体
に
と
っ
て
の

　
　
客
体
と
し
て
の
妻
霧
と
、
問
う
て
い
る
吾
々
爵
ら
が
直
ち
に
そ
れ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
主
体
と
一
で
あ
る
相
器
と
の
間
に
は
、
よ
し
「
私
」

　
　
と
「
人
間
」
と
の
主
語
の
転
換
は
問
題
は
な
い
と
し
て
も
、
問
わ
れ
て
い
る
芝
器
の
性
格
の
大
な
る
差
異
を
看
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
い
。
然
る
に
カ
ン
ト
の
紹
来
せ
る
人
間
学
は
「
実
用
的
鷲
茜
ヨ
⇔
要
旨
見
地
に
於
け
る
」
そ
れ
で
あ
っ
て
、
然
も
添
筆
の
素
質
を
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
的
、
実
用
的
、
道
徳
的
に
三
類
別
し
て
第
二
者
を
「
他
の
人
間
を
自
己
の
意
図
の
為
に
巧
妙
に
利
用
す
る
こ
と
」
（
》
箕
ξ
。
℃
。
δ
σ
q
ダ
ミ
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
蹴
）
と
規
定
し
た
時
に
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
源
泉
、
人
倫
の
、
練
達
性
の
、
歓
交
の
、
人
聞
を
結
び
つ
け
、
統
治
す
る
方
法
の
、
即
ち
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
て
の
実
践
的
な
る
も
の
の
源
泉
を
開
示
」
（
§
ζ
鍵
。
羽
扇
禽
斜
陽
お
・
お
～
）
せ
ん
と
し
た
当
初
の
人
間
学
に
は
な
り
得
ま
い
。
遂
行
さ

　
　
れ
た
「
人
間
学
」
は
入
間
の
名
器
を
端
的
に
露
為
す
べ
き
「
哲
学
的
人
間
学
」
で
は
な
く
て
、
却
っ
て
そ
の
源
泉
を
極
め
ん
と
し
た
応

　
　
用
的
「
経
験
的
人
骨
学
」
に
な
り
下
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
（
麟
Φ
箆
Φ
σ
q
σ
q
。
び
囚
餌
巨
§
低
号
。
・
雷
○
瓢
。
ヨ
α
禽
ζ
虫
稽
ξ
ω
障
〔
以
下
緊
勺
ζ

　
　
と
略
す
〕
”
目
跨
臨
」
。
。
ρ
鵬
。
。
①
）
。
故
に
人
間
の
名
君
に
答
え
を
見
籍
し
得
る
も
の
は
「
カ
ン
ト
の
著
作
の
全
体
」
Q
霧
需
昼
∪
冨
α
Q
吋
？

　
　
い
窪
℃
議
。
8
菩
⑦
ジ
切
9
押
o
b
。
同
）
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
既
に
第
四
間
に
算
入
さ
れ
る
と
し
た
前
三
問
の
内
に
却
っ
て
之
を
伺
う
こ
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と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
ω
問
は
、
か
の
二
世
界
説
に
依
っ
て
、
知
の
領
域
を
吾
々
に
と
っ
て
「
現
わ
れ
て
い
る
」
限
り
の
現
象

（
自
然
）
に
の
み
舗
限
し
、
可
能
的
経
験
と
し
て
の
世
界
を
外
的
に
他
者
限
定
す
る
理
論
的
認
識
を
得
、
か
く
て
第
②
問
は
、
　
「
不
可
認

識
」
に
し
て
「
可
思
惟
的
」
（
b
ご
図
×
≦
恥
）
と
残
留
せ
し
め
ら
れ
た
る
空
虚
な
場
と
し
て
の
「
有
る
が
ま
ま
」
の
物
自
体
を
、
道
徳
法
則
を

以
て
充
填
す
る
べ
き
自
由
世
界
と
し
て
人
間
を
自
己
限
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実
践
的
認
識
を
獲
得
す
る
も
、
か
か
る
二
元
論
的
見
地
の

自
得
的
結
果
と
し
て
世
界
と
人
間
、
輿
由
と
自
然
、
人
間
磨
身
の
徳
と
福
の
調
和
的
統
一
（
こ
れ
こ
そ
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
分
離
す

る
以
前
の
相
の
音
心
味
で
の
あ
る
が
ま
ま
の
事
実
的
自
己
に
他
な
ら
な
い
）
の
問
題
と
し
て
、
道
徳
の
物
膚
体
と
も
雷
う
べ
き
最
高
善
に
逢

着
し
て
当
為
的
行
は
希
望
的
信
へ
と
立
ち
到
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
ぞ
認
窪
を
止
揚
し
て
○
賦
各
曾
に
場
を
譲
る
」
（
し
ご
×
×
×
）
と
は
正
し
く

二
重
溝
造
的
に
ω
と
②
、
②
と
㈲
と
の
関
係
に
於
て
言
う
こ
と
が
で
き
、
知
、
行
、
信
の
各
対
象
を
究
問
す
る
こ
と
は
、
そ
の
否
定
の
領

域
を
自
ら
吟
味
す
る
理
性
の
批
判
を
遂
行
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
　
そ
れ
は
、
単
な
る
否
定
と
し
て
の
制
限
ω
o
讐
書
証
と
異
な
っ
て

「
或
る
積
極
的
な
る
も
の
」
と
し
て
の
「
限
界
○
器
自
Φ
」
規
定
に
よ
る
別
世
界
の
開
示
で
あ
る
（
く
σ
q
ピ
℃
8
庁
α
q
o
B
㊦
⇔
2
鵬
α
刈
～
㎝
り
）
。

之
に
よ
っ
て
霞
己
が
終
る
と
こ
ろ
が
ら
他
者
が
始
ま
り
、
否
定
か
ら
肯
定
へ
の
積
極
的
転
換
が
、
か
く
し
て
異
な
っ
た
関
係
項
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

全
く
相
反
す
る
も
の
（
有
限
と
無
限
）
の
関
係
の
霞
己
同
一
的
展
開
が
可
能
と
な
る
。
か
く
の
如
く
「
～
か
ら
～
へ
」
の
内
在
i
超
越

の
永
遠
の
否
定
的
超
越
運
動
こ
そ
、
人
間
の
毛
⇔
ω
i
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
的
に
書
え
ば
人
間
で
有
る
（
ω
①
冒
）
こ
と
の
意
味
（
ω
ぎ
昌
）
1

を
開
示
し
露
量
せ
ん
と
す
る
カ
ン
ト
的
℃
露
ざ
ω
○
℃
匡
巽
①
欝
の
真
姿
を
瞥
見
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
警
鐘
の
極
ま
る

と
こ
ろ
は
、
恰
か
も
範
疇
表
の
第
三
綱
が
前
二
足
の
綜
合
で
あ
る
如
く
、
第
三
の
宗
教
の
聞
題
と
し
て
頂
点
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
一
…
よ

し
カ
ン
ト
に
於
て
は
道
徳
の
附
加
物
の
如
く
扱
わ
れ
て
い
る
に
し
て
も
。
そ
の
理
由
に
二
面
あ
る
。

　
先
ず
第
一
に
、
か
の
「
知
か
ら
信
へ
」
の
否
定
的
超
越
に
明
ら
か
な
如
く
、
　
「
知
か
ら
信
へ
」
は
認
識
の
進
行
過
程
で
あ
る
、
儒
は
成

程
知
を
媒
介
と
し
て
知
ら
れ
る
、
信
の
窮
鼠
o
o
O
α
q
鵠
○
ω
8
欝
象
は
知
で
あ
る
。
逆
に
知
は
信
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
（
鑓
臥
。
Φ
ω
ω
Φ
午

黛
）
。
理
論
は
実
践
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
が
故
に
道
徳
は
宗
教
に
と
っ
て
「
知
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
（
三
W
参
照
）
。
更
に
所
謂
認
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九



　
　
　
　
　
　
世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

94
2
　
識
論
の
分
野
に
於
て
さ
へ
、
か
の
「
超
越
論
的
対
象
R
鋤
霧
N
①
田
儀
①
口
書
M
興
○
①
σ
q
9
ω
欝
⇔
匙
」
は
、
二
心
の
認
識
の
直
接
的
対
象
た
り
得
ぬ

　
　
X
、
無
Z
ざ
げ
富
、
或
る
も
の
一
般
禦
≦
器
熔
ぴ
興
げ
窪
讐
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
個
別
的
経
験
に
於
て
読
み
取
ら
る
べ
き
法
鋼
性
一
般
の
先

　
　
与
件
で
あ
り
、
理
論
的
認
識
と
い
う
実
践
的
信
の
対
象
で
あ
り
、
個
別
真
理
成
立
の
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
表
象
の
多
様
の
綜
合
に
於

　
　
け
る
意
識
の
形
式
的
統
一
」
（
》
H
O
O
）
と
し
て
此
岸
的
経
験
的
事
実
か
ら
対
象
の
側
へ
の
超
越
論
的
根
拠
の
要
請
に
於
て
獲
得
さ
れ
る
も

　
　
の
に
他
な
ら
な
い
。
逆
に
主
体
的
反
省
た
る
「
純
粋
統
覚
」
　
の
存
在
し
停
滞
す
る
我
は
「
吾
々
の
全
表
象
の
絹
関
囚
○
疑
①
鼠
讐
巳
」
（
》

　
　
這
ω
）
を
な
す
が
故
に
、
豊
饒
な
経
験
あ
っ
て
の
超
越
論
的
事
実
で
あ
っ
て
、
あ
く
迄
限
定
、
被
限
定
的
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
「
観
る
」

　
　
と
い
う
こ
と
は
一
つ
の
「
行
為
」
で
あ
り
、
実
践
的
作
用
で
あ
る
。
即
ち
囲
。
げ
鎚
ゆ
巴
お
は
跨
節
蕊
で
あ
っ
て
（
b
ご
　
幽
間
G
◎
　
》
ロ
ヨ
’
）
、
統
覚

　
　
は
能
力
く
興
ヨ
α
σ
q
窪
で
あ
る
（
〉
　
同
目
刈
　
》
p
ヨ
．
）
。
即
ち
実
践
理
性
の
優
位
は
単
に
理
論
的
認
識
に
と
っ
て
不
可
能
な
る
諸
対
象
へ
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
践
的
信
仰
の
優
位
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
i
然
る
だ
け
な
ら
、
実
践
的
理
論
の
優
位
で
あ
っ
て
未
だ
真
に
乏
営
。
・
窪
を
止
揚
し
た
こ
と
に

　
　
は
な
ら
ぬ
一
む
し
ろ
理
論
的
知
の
根
底
に
実
践
的
儒
が
あ
る
こ
と
を
示
す
（
註
（
7
）
参
照
）
。

　
　
　
第
二
に
カ
ン
ト
的
限
定
下
欄
約
下
に
あ
る
特
殊
宗
教
の
表
象
内
容
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
人
間
の
妻
霧
を
最
も
卓
越
的
に
明
か
す
秘

　
　
鍵
で
あ
り
得
る
。
な
ぜ
な
ら
か
の
第
三
問
「
宗
教
」
は
、
望
事
す
る
に
「
幸
福
」
を
含
む
最
高
善
の
概
念
内
容
の
故
に
こ
そ
「
不
死
」
的

　
　
人
格
の
み
な
ら
ず
、
　
「
神
」
的
存
在
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
世
界
で
は
必
ず
し
も
、
有
徳
者
即
興
福
者
と
は
限
ら
ぬ
。
　
ω
○
一
冨
⇔

　
　
な
る
事
態
が
正
に
そ
の
ω
Φ
ぽ
が
妻
。
一
δ
o
通
り
に
な
ら
ざ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
然
る
に
「
幸
福
と
は
世
界
に
於
け
る
理
性
的
存
在
者

　
　
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
意
欲
と
意
志
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
彼
の
状
態
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
自
然
と
彼
の
金
試
論
へ
の
同
様
に

　
　
彼
の
意
志
の
本
質
的
規
定
根
拠
へ
の
合
致
に
基
づ
く
」
（
燭
く
ぱ
。
。
）
。
人
間
の
理
想
的
真
実
在
は
、
純
粋
な
道
徳
の
厳
格
性
（
ω
毒
筆
）
と

　
　
そ
の
意
欲
の
自
然
性
（
妻
◎
に
㊦
鵠
）
と
の
「
美
し
き
調
和
」
に
他
な
る
ま
い
が
故
に
（
三
V
参
照
）
。



π
　
本
来
的
形
而
上
学
象
⑦
¢
お
窪
顕
。
冨
ζ
露
餌
一
）
ξ
。
。
津

　
　
　
と
も
あ
れ
、
か
か
る
知
か
ら
僑
へ
の
否
定
的
超
越
と
、
両
者
の
漸
騰
性
を
カ
ン
ト
の
『
ア
カ
デ
ミ
ー
懸
賞
論
丈
臨
に
於
け
る
形
而
上
学

　
　
の
進
歩
に
関
す
る
叙
述
に
総
て
も
指
適
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
〔
岬
竃
○
◎
り
導
し
σ
（
拶
く
”
｝
ぴ
戸
ト
ニ
）
。
即
ち
第
一
に
形
而
上
学
は
霞
ら
を
「
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
的
学
問
と
し
て
成
立
せ
し
め
ん
と
す
る
理
性
の
手
続
き
の
形
式
的
な
る
も
の
山
㊤
。
。
男
鶏
ヨ
既
の
」
と
関
わ
る
。
第
二
に
形
而
上
学
は
「
実
質

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
な
る
も
の
仙
器
竃
鉾
①
凝
鮒
①
」
と
関
わ
り
、
　
「
理
性
が
形
而
上
学
に
よ
っ
て
意
図
す
る
究
極
層
的
を
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
到
達
さ
れ

　
　
或
い
は
到
達
き
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
理
性
の
手
続
き
か
ら
導
出
す
る
」
の
で
あ
る
。
故
に
葡
老
は
「
形
而
上
学
へ
の
最
近
生
じ
た
歩

　
　
み
」
と
し
て
「
超
越
論
的
哲
学
」
の
新
状
態
を
含
み
、
後
者
は
「
形
而
上
学
そ
の
も
の
の
進
歩
を
純
粋
理
性
の
分
野
に
於
て
示
す
」
も
の

　
　
と
し
て
「
本
来
的
形
而
上
学
」
の
新
状
態
を
含
む
。
然
る
に
カ
ン
ト
に
依
る
と
形
而
上
学
と
は
理
性
に
よ
っ
て
「
感
性
的
な
る
も
の
」
の

　
　
認
識
か
ら
「
超
感
性
的
な
る
も
の
」
の
認
識
へ
と
前
進
し
て
行
く
学
問
で
あ
る
（
蒙
ζ
c
。
腿
”
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
環
象
学
』
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理

　
　
姓
批
醤
』
の
叙
述
の
順
序
が
既
に
こ
の
こ
と
を
呈
示
す
る
。
即
ち
「
糠
蝦
的
確
実
性
」
か
ら
「
絶
対
知
」
に
塗
る
意
識
の
膚
己
展
開
、
　
或
い
は
「
直
観
・

　
　
概
念
」
　
「
理
念
」
等
の
対
対
象
（
フ
ェ
ノ
ー
メ
ナ
↓
ヌ
ー
メ
ナ
）
的
発
展
は
「
形
而
上
学
の
有
一
神
－
論
的
体
制
。
艮
。
み
げ
8
鵜
○
α
q
騨
0
7
①
＜
①
焦
器
鶏
旨
α
q
」

　
　
（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
）
を
物
語
る
。
之
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
に
書
え
ば
、
「
吾
々
に
と
っ
て
陰
陰
の
等
身
」
先
行
す
る
も
の
か
ら
「
自
然
本
月
上
尋
食
9
菰

　
　
先
行
す
る
も
の
へ
と
、
従
っ
て
「
窪
々
の
知
発
に
と
っ
て
よ
り
近
き
も
の
N
魁
伽
謡
言
巷
。
ぐ
鶏
の
ミ
q
ミ
q
軌
e
の
」
か
ら
「
よ
り
遠
き
も
の
凶
籍
謹
毫
＄
言
為
ミ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
テ
ミ
シ
ス

　
　
へ
と
進
行
す
る
こ
と
で
あ
る
〔
》
欝
鋤
ぞ
瓢
舞
℃
o
曽
。
注
。
毒
“
刈
困
ぴ
～
掌
中
〕
。
蓋
し
「
学
ぶ
こ
と
扁
　
は
「
本
性
上
よ
り
少
な
く
可
知
的
な
も
の
」
を
介
し
て

　
　
「
よ
り
多
く
可
知
的
な
も
の
」
へ
と
勲
魁
門
◎
思
密
雲
℃
マ
e
、
昔
§
導
転
盒
へ
馬
り
『
無
冠
鉱
、
婁
三
二
ミ
ぎ
v
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
が
故
に

　
　
〔
銀
簿
巷
ξ
。
。
冨
口
8
り
ぴ
〕
）
。
そ
れ
ゆ
え
「
あ
ら
ゆ
る
経
験
の
限
界
を
超
え
て
い
る
認
識
」
を
貰
う
べ
き
「
本
来
的
形
而
上
学
」
は
「
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
の
豊
饒
な
る
低
地
」
　
（
牢
9
0
穿
Q
。
ヨ
窪
2
置
幽
》
昌
B
曾
）
に
認
識
の
対
象
を
見
出
す
「
超
越
論
的
哲
学
」
を
自
ら
の
「
玄
関
」
と
し
て
有
つ
が

952　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
十
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
　
枇
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

96

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、

2
　
故
に
、
理
性
の
限
界
設
定
に
統
一
を
与
う
べ
き
も
の
と
し
て
、
か
の
世
界
概
念
の
哲
学
が
「
人
闘
理
性
の
究
極
昌
的
」
へ
関
わ
る
学
問
と

　
　
言
わ
れ
る
時
（
ピ
　
b
σ
“
）
、
そ
の
哲
学
の
頂
点
に
立
つ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
即
ち
「
か
の
難
渋
を
極
め
た
範
疇
の
演
繹
が
神
学
に
と

　
　
っ
て
如
何
に
最
高
に
必
要
且
っ
有
用
で
あ
っ
た
か
」
（
℃
＜
目
欝
）
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
之
を
換
言
す
れ
ば
、
　
「
批
判
は
新
た
に
建
設
さ
れ
る
べ
き
体
系
へ
の
予
備
学
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
の
体
系
は
批
判
に
対
し
て
先
天
性
の
総
体

　
　
（
自
然
科
学
の
、
法
論
と
徳
論
の
『
形
而
上
学
的
基
礎
臨
だ
か
ら
意
識
の
超
経
験
的
機
能
の
教
説
と
し
て
の
『
形
而
上
学
』
）
を
与
え
る
の

　
　
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
自
己
を
基
づ
け
て
い
る
存
在
論
ω
Φ
ぎ
ω
げ
腎
①
を
も
与
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
…
第
二
の
要
請
の
章
に
湿
て
始
ま
つ

　
　
た
」
（
頃
Φ
ぎ
。
・
8
費
ω
難
陳
自
N
霞
写
一
｝
。
。
・
。
喜
冨
ぼ
営
p
毒
9
隅
霞
け
。
・
口
り
ま
〕
る
。
。
9
註
（
7
）
参
照
）
。
即
ち
批
判
は
第
一
に
分
析
論
の
成
果

　
　
を
通
じ
て
そ
の
制
限
内
に
留
ま
る
こ
と
に
於
て
所
謂
「
自
然
」
及
び
「
人
倫
」
　
の
形
而
上
学
た
る
学
的
体
系
を
溝
観
し
（
ご
ご
。
。
α
P
謀
①
芦

　
　
鳥
費
ω
葺
⑦
ジ
G
。
）
、
第
二
に
、
分
析
論
の
限
界
を
積
極
的
に
転
じ
、
弁
証
論
の
成
果
、
即
ち
従
来
の
超
感
性
的
認
識
の
端
的
な
る
脊
定
（
0
9

　
　
α
q
ヨ
㊤
部
費
器
）
と
否
定
（
O
D
犀
①
讐
ω
ヨ
蕊
）
と
の
止
揚
綜
合
と
し
て
の
「
中
道
」
　
（
℃
益
①
σ
q
。
心
事
2
習
。
。
■
“
毎
。
。
・
冨
℃
融
雪
㊦
竃
Φ
夢
。
号
．
．
“
じ
σ

　
　
越
竃
）
を
歩
む
こ
と
を
通
じ
て
鷲
簿
ぼ
富
。
ぴ
ム
。
σ
q
三
聖
冨
。
｝
峯
ζ
Φ
窮
℃
げ
身
障
を
展
開
し
た
（
男
儀
ζ
　
H
鱒
b
O
～
H
鱒
①
）
。
そ
れ
は
伝
来
の
「
特
殊
形

　
　
而
上
学
］
≦
①
寅
℃
ξ
臨
＄
紹
①
鼠
巴
陣
ω
」
即
ち
、
雛
8
δ
α
職
賞
漂
白
ぎ
δ
α
q
昼
犀
○
。
・
露
。
δ
σ
q
貯
を
批
判
そ
の
も
の
の
出
発
点
た
る
「
二
律
背
反
」

　
　
の
主
題
に
集
約
し
且
つ
そ
の
節
に
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
、
不
死
、
自
【
由
の
「
三
理
念
の
図
式
U
拷
窪
窪
¢
窪
ω
象
①
ヨ
簿
」
へ
と
換
骨
奪
胎

　
　
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
〈
σ
Q
雨
雪
ζ
錠
。
蕊
霞
⑦
三
門
餌
。
7
ミ
。
。
7
α
轟
ト
き
○
霞
く
⑦
》
類
④
G
Q
ら
・
b
。
ド
ご
ご
ω
綜
〉
づ
ヨ
G
辺
り
轡
ω
畠
毛
。
冨
禽
・
O
冨

　
　
力
亀
α
q
圃
。
諺
℃
露
δ
。
・
。
喜
一
〇
H
ハ
⇔
葺
．
。
。
w
蕊
～
b
。
O
）
。
従
っ
て
「
意
志
の
霞
由
の
意
識
と
不
可
分
離
に
結
合
し
、
そ
れ
と
　
で
あ
る
」
（
賢
く
α
O
）
道

　
　
徳
法
期
を
手
段
形
式
的
な
る
も
の
と
し
て
、
　
（
道
徳
法
則
の
要
求
す
る
神
聖
性
に
至
る
べ
く
無
隈
に
持
続
す
る
人
格
性
即
ち
魂
の
不
死
に

　
　
よ
っ
て
可
能
な
）
幸
福
に
値
す
る
こ
と
〇
三
悪
世
羅
象
α
q
冨
搾
と
し
て
の
道
徳
性
を
第
一
要
素
と
し
、
（
入
間
の
道
徳
的
能
力
の
不
足
を
補

　
　
う
神
に
よ
っ
て
可
能
な
）
道
徳
性
相
応
の
率
福
を
第
二
要
素
と
す
る
完
成
善
ぴ
。
⇒
戸
§
8
塁
¢
ヨ
諺
9
讐
ヨ
た
る
最
高
善
を
促
進
せ
ん
と
す

　
　
る
実
践
主
体
の
行
為
的
霞
覚
の
内
面
に
於
て
露
わ
と
な
る
も
の
が
本
来
的
形
而
上
学
に
他
な
ら
な
齢
…
「
実
践
的
規
劉
の
総
括
す
ら
、
こ
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の
蓮
華
が
照
る
普
逓
性
を
持
っ
た
原
理
と
考
え
ら
れ
る
時
に
は
理
論
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
而
し
て
「
行
動
の
縛
る
鼻
繋
的
に
表
象
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
た
原
理
の
遵
奉
と
し
て
考
え
ら
れ
る
目
的
の
実
現
の
み
が
実
践
勺
錘
劉
冨
と
呼
ば
れ
る
」
（
9
）
興
＾
δ
箒
○
①
ヨ
魚
霧
鷲
鷹
。
7
”
O
霧
ヨ
⇔
σ
舞
ぎ

〔
δ
目
8
げ
Φ
o
臨
φ
比
。
ζ
ぼ
肋
Φ
ぎ
套
薦
r
ぎ
語
義
。
霧
蟻
麟
塚
無
Φ
勺
藁
×
劃
①
り
も
穿
切
一
『
駆
昌
）
。
こ
こ
で
理
論
的
消
極
か
ら
実
践
的
積
極
へ
の
転
園

の
「
要
石
」
た
る
宙
由
は
道
徳
法
則
の
冨
齢
同
。
㊦
湊
露
経
と
し
て
、
神
、
不
死
に
対
し
て
一
層
内
在
的
な
事
実
（
男
巴
ハ
ε
ヨ
）
と
し
て
の
役

を
な
す
。
少
な
く
と
も
道
徳
法
則
を
「
膚
由
扁
隣
在
に
行
使
し
得
る
理
性
的
存
在
者
を
前
提
に
す
れ
ば
、
そ
の
自
覚
的
内
面
に
於
て
道
徳
的

世
界
が
形
成
さ
れ
、
最
高
完
全
道
徳
者
と
し
て
「
神
」
の
存
在
が
了
得
さ
れ
、
且
つ
か
か
る
理
性
的
存
在
者
の
「
不
滅
」
的
人
格
を
前
提

に
し
て
の
み
、
永
遠
的
当
為
と
し
て
の
道
徳
的
精
進
が
可
能
と
な
る
。
即
ち
「
神
・
不
死
」
を
「
窟
然
概
念
」
（
℃
ξ
ω
障
）
な
ら
ず
「
自
由

概
念
」
（
　
≦
○
卍
巴
）
と
し
て
扱
い
「
道
徳
的
鼠
的
論
的
証
明
扁
を
遂
行
す
る
こ
と
で
あ
る
（
膨
①
①
卜
。
も
く
目
＄
◆
d
柳
。
。
↓
～
り
鋼
≧
醇
諺
p
ヨ
．
）
。

「
こ
こ
で
は
そ
の
際
根
拠
に
あ
る
超
感
性
的
な
る
も
の
（
自
由
）
は
そ
れ
か
ら
発
現
す
る
原
因
性
の
　
定
の
法
則
に
よ
っ
て
他
の
超
感
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

的
な
る
も
の
（
道
徳
的
究
極
羅
的
と
そ
れ
の
遂
行
可
能
性
の
綱
約
）
の
認
識
に
素
材
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
事
実
と
し
て
も
η
〈
そ
の
実
在

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

性
を
行
為
に
於
て
確
証
す
る
」
（
d
鐙
。
。
酒
鵬
り
H
）
と
言
う
所
以
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
、
最
高
善
を
究
極
潔
的
と
す
る
限
り
本
来
的
二
種
上
学
は
、
道
徳
を
踏
台
と
し
つ
つ
も
そ
れ
の
み
で
は
未
だ
本
来
的
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

も
の
を
形
成
せ
ず
、
あ
く
迄
宗
教
へ
と
、
即
ち
「
吾
々
の
カ
の
及
ぶ
も
の
（
ぎ
鐸
愚
慮
興
○
①
≦
9
・
一
け
と
か
ら
「
及
ば
ぬ
」
も
の
へ
と
超
済

す
る
（
麟
ぴ
興
。
。
o
石
器
お
p
十
｛
◎
旨
ω
o
げ
富
搾
①
昌
）
故
に
、
正
し
く
世
界
概
念
の
哲
学
の
否
定
酌
超
越
の
終
着
点
に
立
つ
べ
き
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
因
み
に
こ
の
哲
学
は
「
人
量
的
理
性
の
本
質
的
諸
目
的
に
対
す
る
全
認
識
の
連
関
の
学
問
辞
巴
8
δ
σ
q
鑓
鑓
け
δ
蝕
ω
犀
蝶
B
き
舜
。
①
」
（
頃

。。

?
）
と
言
わ
れ
る
時
に
は
、
　
か
か
る
多
様
な
る
本
質
的
墨
壷
的
を
し
て
本
質
的
な
ら
し
め
る
べ
く
、
之
ら
を
「
従
属
的
諸
臼
的
」
と
し

て
自
ら
の
下
に
統
｝
す
る
唯
｝
の
最
高
建
的
で
あ
る
究
極
陰
的
弱
弱
紆
≦
9
障
が
提
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
か
か
る
人
間
理
性

の
「
究
極
厨
的
は
人
溜
の
全
使
命
に
他
な
ら
ず
、
而
し
て
そ
の
使
命
に
つ
い
て
の
哲
学
と
は
道
徳
と
呼
ば
れ
る
。
道
徳
哲
学
が
他
の
理
性

活
動
に
対
し
て
有
す
る
か
く
の
如
き
優
越
性
の
為
に
古
人
は
哲
学
嚢
と
い
う
名
に
よ
っ
て
同
時
に
就
中
道
徳
家
を
意
味
す
る
の
を
常
と
し

　
　
　
　
誓
学
研
究
　
第
五
百
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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琶
界
概
念
の
哲
挙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
照

た
」
（
し
ご
G
Q
①
○
○
）
。
然
る
に
「
純
粋
実
践
理
性
の
究
極
覆
的
は
最
高
善
」
（
閃
々
蜜
日
並
）
で
あ
り
、
最
高
善
は
「
道
徳
的
に
限
定
さ
れ
た
音
心
志

に
先
天
的
に
与
え
ら
れ
た
客
体
偏
（
勺
く
腿
）
で
あ
り
、
　
「
最
高
善
の
名
の
下
に
、
理
性
は
純
粋
実
践
理
性
の
対
象
の
無
制
約
取
零
体
性
を

求
め
る
」
（
唱
く
同
b
。
α
）
。
か
く
し
て
、
「
形
而
上
学
」
と
「
哲
学
㎏
が
必
然
的
に
一
に
帰
す
る
時
、
両
者
は
「
最
高
善
の
教
説
び
①
冨
①
〈
o
導

プ
α
o
プ
。
。
3
φ
○
暮
」
と
し
て
「
最
高
善
の
理
念
を
実
践
的
に
岬
ち
吾
々
の
理
性
的
行
動
の
格
律
の
為
に
十
分
に
規
定
す
る
」
（
℃
＜
お
窃
）
と

こ
ろ
の
「
智
慧
の
教
説
芝
露
ω
げ
鉱
雨
飛
Φ
ぽ
①
」
（
局
鳥
竃
り
り
）
に
他
な
ら
な
い
。
既
述
の
如
く
、
智
慧
は
、
単
に
何
を
為
す
こ
と
が
義
務
で
あ
る

か
を
知
る
に
す
ぎ
ぬ
「
実
践
哲
学
に
精
通
せ
る
者
⑦
ぎ
餌
駿
箕
p
。
軍
『
o
げ
容
疑
ゲ
一
δ
ω
o
篇
は
①
開
鐸
麺
伽
斜
窪
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
義
務
の

意
識
が
同
時
に
行
動
の
動
機
で
あ
る
「
実
践
的
哲
学
老
①
ぎ
℃
鑓
ぎ
冨
。
ぴ
2
℃
げ
譜
。
。
・
o
℃
げ
」
の
内
に
の
み
現
成
す
る
（
鋒
①
声
穿
ω
‘
碧
獄

》
一
一
「
）
一
智
ハ
明
徳
二
有
り
。
即
ち
智
慧
は
「
そ
こ
に
最
高
善
が
存
す
べ
き
概
念
の
指
針
」
た
る
の
み
な
ら
ず
、
　
「
そ
れ
に
よ
っ
て
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

高
善
が
獲
得
さ
れ
る
べ
き
行
動
の
指
針
」
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
℃
＜
這
α
）
。
か
く
の
如
き
「
教
説
と
実
例
に
よ
る
智
慧
の
教
師
毒
魚
。
。
・

冨
募
冨
び
器
ご
（
い
b
σ
c
ゐ
）
た
る
理
事
糧
即
の
本
来
的
哲
学
巻
は
、
た
だ
「
理
念
に
於
て
の
み
存
す
る
原
型
偏
で
あ
り
「
理
想
に
於
け
る
教
師
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
す
ぎ
ぬ
（
じ
ご
○
。
9
）
、
も
し
現
に
あ
り
と
せ
ぱ
、
「
神
的
人
聞
①
ぎ
ぴ
q
α
齢
集
。
ゲ
韓
ζ
①
塁
。
び
ぎ
鐸
塁
扁
（
じ
じ
窃
⑩
圃
）
で
あ
り
、
門
智
慧
の
知
識

　
への

師
干
魚
捨
土
ヨ
囚
。
竃
旨
島
。
。
歴
象
名
鉱
の
プ
Φ
置
（
℃
＜
誌
①
）
に
他
な
ら
な
い
。
ま
こ
と
に
㎏
　
「
哲
学
者
と
い
う
露
出
の
下
に
こ
の
理
想

を
所
有
し
て
い
る
と
称
す
る
程
の
資
格
が
あ
る
の
は
、
彼
の
人
絡
に
於
て
現
に
哲
学
に
確
実
な
効
験
を
（
己
れ
を
制
す
る
こ
と
と
特
に
普

遍
的
善
に
寄
せ
る
疑
い
な
き
関
心
と
に
於
て
）
実
例
と
し
て
示
し
得
る
者
の
み
で
あ
る
」
（
℃
＜
お
①
）
。
故
に
現
実
の
哲
学
徒
は
「
か
く
の

如
き
高
き
羅
的
を
確
信
し
て
己
れ
慮
身
を
、
況
ん
や
他
人
を
導
き
得
る
迄
に
は
依
然
と
し
て
到
っ
て
い
な
い
学
人
ω
魯
艶
興
」
と
し
て
の

「
謙
譲
な
入
色
ロ
訂
。
。
o
び
⑦
賦
2
お
増
ζ
曽
欝
一
ご
に
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
最
高
善
の
理
念
も
亦
「
客
観
的
に
は
理
性
の
内
に
の
み

完
全
に
表
象
さ
れ
、
主
観
的
に
は
併
し
人
格
に
と
っ
て
不
断
の
努
力
の
臼
標
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
と
な
る
。
併
し
乍
ら
尚
且
つ
永
遠
的
当

為
を
主
体
的
に
引
受
け
ん
と
す
る
以
上
、
そ
こ
に
は
、
知
的
絶
対
否
定
的
超
越
を
借
的
絶
対
肯
定
的
内
在
へ
と
転
ず
る
べ
き
瞬
間
的
充
足

が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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カ
ン
ト
は
知
識
を
「
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
充
分
な
儒
熱
性
」
、
信
仰
を
「
主
観
的
に
の
み
充
分
で
あ
っ
て
、
　
岡
時
に
客
観
的
に
は

不
充
分
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
」
信
器
性
滞
陣
毛
筈
筈
聾
魯
と
規
定
す
る
（
ゆ
Q
O
笛
O
）
。
前
者
は
限
前
的
対
象
へ
向
か
っ
て
真
理
を
読
み
と

ら
ん
と
し
、
後
者
は
見
え
ざ
る
人
格
性
の
自
覚
的
限
定
に
向
か
っ
て
主
体
的
真
理
を
震
取
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
対
象
が
そ
れ
膚
体
に
於
て

何
で
あ
る
か
」
を
解
決
せ
ん
と
す
る
魚
鐸
じ
d
①
≦
蝕
ω
轟
N
．
へ
篶
電
勲
§
を
充
足
的
原
理
と
し
て
持
つ
「
限
定
的
毒
断
力
」
は
「
知
識
」
と

よ
り
厳
密
な
連
関
に
あ
る
だ
ろ
う
。
之
に
対
し
て
、
　
「
対
象
が
吾
々
（
人
閥
一
般
）
に
と
っ
て
何
で
あ
る
か
」
を
決
着
せ
ん
と
す
る
鉱
昌

ヒ
d
①
ぞ
Φ
冨
零
N
、
登
書
s
§
ヒ
を
充
足
的
原
理
と
し
て
持
つ
「
反
省
的
判
断
力
」
は
「
信
仰
」
と
よ
り
一
層
関
わ
る
で
あ
ろ
う
（
α
ω
ω
9
ゆ
り
O
）
。

真
理
を
聾
臣
Φ
翻
と
は
「
吾
々
の
概
念
と
客
体
と
の
舎
致
」
（
切
①
鴫
O
）
、
門
認
識
と
そ
の
対
象
と
の
合
致
」
（
ゆ
。
。
卜
。
鞭
）
と
言
わ
れ
る
如
く
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

既
に
与
え
ら
れ
た
る
ア
・
プ
リ
オ
リ
（
普
遍
）
の
下
に
諸
漁
業
（
特
殊
）
を
包
摂
す
る
限
定
的
判
断
力
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
（
¢
”
国
ぎ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

宅
）
。
従
っ
て
超
越
論
的
綜
合
（
図
式
）
の
み
な
ら
ず
実
践
的
綜
合
（
範
型
）
に
於
て
も
、
判
断
力
は
限
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
対
し
て
、
悟
性
及
び
理
性
の
立
法
領
域
○
①
ぴ
一
五
と
し
て
の
自
然
概
念
と
自
由
概
念
と
の
間
の
「
見
渡
し
難
き
漢
谷
」
を
、
膚
己
自
身

律
国
窪
葺
0
8
巨
①
と
し
て
の
合
目
的
性
N
≦
9
犀
ヨ
餌
盛
σ
q
訂
津
の
原
理
に
依
っ
て
架
橋
す
る
反
省
的
判
断
力
（
¢
》
p
肖
芭
◎
ε
は
、
独
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
領
域
を
持
た
ぬ
が
故
に
、
対
象
を
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
却
っ
て
対
象
と
関
わ
る
べ
き
主
体
宙
身
の
有
り
方
を
自
ら
限
定
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
う
膚
限
的
尋
問
思
惟
の
最
高
自
律
を
示
す
…
「
主
体
性
へ
の
通
路
は
反
省
で
あ
る
」
（
鵠
。
箆
。
σ
q
σ
q
g
囚
諺
虜
8
冨
。
。
①
葛
Φ
円
勢
ω
ω
Φ
ぎ
る
目
）
。

即
ち
第
一
批
判
以
来
の
鋤
｝
。
。
6
ぴ
の
「
象
徴
的
擬
人
観
階
ヨ
び
。
濠
畠
段
》
簿
げ
。
℃
。
ヨ
。
考
ぼ
ω
ヨ
器
」
（
唱
巨
①
α
q
・
ヨ
Φ
。
⇔
v
㈱
巽
）
に
基
づ
く

　
ア
ウ
フ
ゲ
　
ベ
ン
レ
ギ
ユ
ラ
テ
イ
　
フ
ホ
イ
リ
ス
テ
イ
ツ
シ
ユ

「
課
題
的
・
統
制
的
・
発
見
的
」
理
念
の
虚
焦
点
（
｛
○
鶏
の
9
p
・
α
q
ぎ
田
虫
ω
…
じ
ご
◎
鳶
）
を
優
れ
て
開
示
す
る
も
の
は
反
省
的
判
断
力
に

他
な
ら
ぬ
。
之
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
個
的
多
と
し
て
の
実
践
的
行
為
に
対
し
て
方
向
を
必
然
的
な
ら
し
む
る
べ
き
全
体
的
一
と
し
て
の

最
高
蕃
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
反
省
的
判
断
力
の
推
論
の
根
拠
に
あ
る
原
理
は
「
多
は
一
つ
の
共
通
せ
る
根
拠
な
し
に
は

一
の
内
に
和
合
す
る
こ
と
は
な
く
し
て
、
こ
の
様
に
し
て
多
に
帰
属
し
て
い
る
も
の
は
一
つ
の
共
通
せ
る
根
拠
か
ら
必
然
的
と
な
る
で
あ

ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
故
に
（
ピ
H
参
⑳
G
。
。
。
9
三
V
参
照
）
。
尚
附
言
せ
ば
、
趣
昧
問
題
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
一
般
的
に
他
人
に

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

〇〇

3
　
如
何
に
気
に
入
る
も
の
と
判
定
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
「
私
に
と
っ
て
気
に
入
ら
ぬ
ヨ
騨
導
畿
萄
濠
づ
」
な
ら
ば
「
耳
を
塞
ぎ
」
、
如
何
な

　
　
る
理
由
、
誰
弁
も
「
聞
き
入
れ
ぬ
」
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
「
趣
味
判
断
O
o
ω
o
び
ヨ
⇔
o
騨
の
鶏
ひ
蝕
ご
で
あ
っ
て
悟
性
や
理
性
の
鞠
断
で
は
な
い

　
　
か
ら
。
総
じ
て
「
宗
教
」
が
翼
的
論
的
世
界
観
を
以
て
貫
か
れ
、
　
「
美
的
判
断
」
も
亦
「
反
省
的
判
断
力
」
を
以
て
遂
行
さ
れ
た
。
ま
さ

　
　
に
こ
の
こ
と
に
於
て
両
者
の
「
信
的
主
観
（
体
）
的
原
理
」
へ
と
帰
趨
す
る
関
連
性
が
顕
示
さ
れ
の
で
あ
る
（
¢
㈱
G
。
G
。
曽
。
。
企
G
。
9
）
。

　
　
　
か
く
て
、
　
「
吾
々
の
趨
由
に
よ
っ
て
可
能
な
派
生
的
最
高
善
」
の
可
能
根
拠
と
し
て
の
　
「
根
源
的
最
高
善
」
た
る
神
の
存
在
（
①
の
ω
①
一

　
　
〇
〇
詳
O
o
露
寒
）
の
想
定
は
、
　
「
反
省
的
判
断
力
」
の
独
壇
上
で
あ
る
「
黛
的
論
」
に
過
て
頂
点
に
達
す
る
。
勿
論
か
か
る
存
在
命
題
が

　
　
た
と
い
「
先
芙
的
綜
合
命
題
」
（
菊
①
諺
⇒
ヨ
こ
く
σ
q
一
「
b
σ
①
b
。
9
慣
く
峯
Φ
）
と
言
わ
れ
得
て
も
、
経
験
的
対
象
の
有
に
於
け
る
そ
れ
の
如
く
客

　
　
観
的
妥
当
的
証
関
根
拠
を
有
し
得
ず
、
あ
く
迄
道
徳
的
存
在
者
に
と
っ
て
主
観
的
（
そ
の
実
、
実
践
的
に
は
最
客
観
的
）
に
充
分
な
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
命
題
で
あ
る
故
に
「
懐
疑
者
に
対
し
て
は
証
明
で
き
な
い
」
（
¢
　
¢
ゆ
昏
∂
邸
　
諺
雛
諺
．
）
。
か
の
理
性
に
関
し
て
は
学
習
さ
れ
ぬ
、
「
精
々
哲
学
す
る

　
　
こ
と
を
学
び
得
る
に
す
ぎ
な
い
」
（
じ
d
G
Q
①
q
）
と
称
さ
れ
た
哲
学
の
本
来
性
が
こ
こ
に
も
よ
く
出
現
す
る
。
そ
れ
故
「
積
極
的
学
問
と
し
て

　
　
の
神
の
認
識
」
を
有
す
る
哲
学
者
は
「
学
者
○
虹
Φ
窪
結
」
と
は
称
し
難
い
と
（
℃
～
N
　
H
α
G
Q
　
諺
欝
ヨ
●
）
。
従
っ
て
『
神
が
有
る
等
々
は
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
確
実
で
あ
る
』
と
さ
え
私
は
言
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
却
っ
て
た
だ
『
私
は
神
が
有
る
こ
と
等
々
を
道
徳
的
に
確
信
す
る
』
と
言
い
得
る
の

　
　
み
で
あ
る
（
ゆ
。
。
α
。
。
）
。
か
か
る
「
実
践
的
信
仰
」
、
　
「
理
性
信
仰
く
①
簑
§
津
α
q
莚
矧
げ
Φ
」
（
d
伽
¢
『
℃
＜
δ
寒
菊
同
峯
）
は
既
に
早
く
（
嵩

　
　
⑦
ω
譲
）
神
の
存
在
に
つ
い
て
は
そ
の
「
確
信
d
げ
。
五
心
σ
Q
窪
」
だ
け
が
必
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
論
証
O
①
ヨ
。
漢
霞
δ
冨
⇒
」
は
同
様
に
は

　
　
必
要
で
は
な
い
と
道
破
さ
れ
て
い
た
（
○
霞
雲
斎
蒔
ヨ
α
讐
。
匿
切
㊦
≦
Φ
謬
讐
民
‘
江
①
）
。
然
も
こ
の
根
本
確
信
を
め
ぐ
っ
て
「
客
観
的
述
語
篇

　
　
な
し
に
端
的
に
主
語
を
定
立
す
る
「
物
の
絶
対
的
措
定
跨
ぴ
。
。
○
『
器
℃
○
ω
謎
。
⇔
」
（
o
℃
’
葺
ご
ド
O
＝
肋
⑦
ヨ
蓉
。
験
⇔
び
錠
ぎ
ヨ
H
Φ
巴
⑦
ω
℃
轟
紅
紫

　
　
簿
．
．
n
し
d
①
b
。
①
）
と
し
て
の
有
の
用
法
と
し
て
の
命
題
ご
○
○
糞
聾
．
．
が
果
た
し
て
、
如
何
に
し
て
、
如
何
な
る
限
界
に
於
て
可
能
で
あ
る
か

　
　
と
い
う
問
い
こ
そ
第
一
批
判
（
”
鞄
山
Φ
銑
＾
．
）
の
み
な
ら
ず
そ
れ
に
続
く
主
要
著
作
（
㌔
o
ω
窪
｝
舞
、
ゴ
八
二
紆
≦
①
簿
．
．
）
を
駆
り
立
て
た
「
秘
密
の

　
　
鯛
針
窪
巽
σ
q
①
ぴ
鉱
諺
¢
ω
ξ
o
財
⑦
ご
（
鷺
。
箆
。
頓
σ
鳶
②
び
〆
簑
冨
目
径
器
◆
’
置
）
で
あ
っ
て
、
又
か
の
「
本
来
的
形
而
上
学
」
の
重
要
関
心
事
と
し
て



「
道
徳
的
厨
的
論
」
を
以
て
答
え
ら
れ
た
（
B
o
舜
諦
。
馬
差
落
差
①
ぎ
謎
邸
銘
6
門
≦
¢
姦
謀
Φ
ぴ
。
二
”
ご
G
。
卜
。
些
鵬
。
。
圃
）
。

　
併
し
乍
ら
、
想
定
さ
れ
た
目
的
論
的
神
は
未
だ
外
主
体
的
超
越
的
君
主
瀬
瀬
た
る
に
留
ま
り
、
真
に
主
体
内
在
的
自
覚
的
宗
教
的
神
た

り
得
ま
い
。
　
「
吾
が
力
の
内
に
な
き
」
最
高
善
は
却
っ
て
「
吾
が
力
の
内
に
あ
る
」
根
元
悪
を
呈
示
す
る
。
即
ち
人
閥
意
志
の
善
よ
り
も

寧
ろ
悪
の
徹
底
的
慮
覚
の
足
下
に
は
じ
め
て
到
来
す
る
も
の
こ
そ
「
道
徳
的
に
完
全
な
（
神
盤
に
し
て
慈
悲
深
き
）
同
時
に
亦
全
能
な
意

志
」
（
や
く
置
⑩
）
に
他
な
ら
ぬ
。
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1
（
1
）
　
「
○
Φ
。
。
o
瓢
。
窪
ざ
7
犀
Φ
埠
の
文
化
は
勿
論
膳
的
｝
般
の
促
進
へ
の
有
能
牲
6
簿
二
α
q
ぱ
。
乞
お
搾
の
最
も
優
れ
た
主
観
的
制
約
で
あ
る
」
（
¢
G
。
0
9
鵬
。
◎
G
。
）
。

　
　
か
か
る
盲
然
の
最
終
温
霧
島
韓
語
冨
δ
N
≦
o
o
搾
と
し
て
の
文
化
が
依
っ
て
以
て
可
能
と
な
る
究
極
臣
的
餌
①
同
価
⇔
餌
N
≦
①
o
犀
と
し
て
の
道
徳
を
客
観

　
　
的
制
約
と
し
て
有
し
た
如
く
、
文
化
と
道
徳
、
学
校
概
念
と
徴
界
概
念
の
両
者
は
代
羅
可
能
（
℃
器
置
）
と
、
不
可
能
な
無
比
の
価
値
（
≦
貯
山
①
）
の

　
　
連
関
に
あ
る
と
雷
え
る
（
O
α
Q
Q
｛
）
。
三
V
参
照
。

　
（
2
）
　
哲
学
者
は
愛
説
者
℃
び
巳
。
山
。
姪
。
ω
な
ら
ず
愛
智
者
℃
ぼ
ぴ
ω
8
同
6
。
。
、
而
し
て
学
を
嫌
い
尚
一
層
智
慧
を
好
む
嫌
論
者
ζ
冨
9
0
σ
q
o
ω
た
ら
ず
愛
論

　
　
者
℃
ぼ
δ
δ
σ
q
8
な
る
こ
と
即
ち
学
的
人
生
智
≦
陣
ω
。
。
Φ
暴
0
7
鉱
岳
。
｝
冨
ピ
①
ぴ
象
。
。
≦
①
ザ
塗
壁
の
持
主
に
他
な
ら
ぬ
（
＜
8
①
ぎ
①
ヨ
器
億
段
象
口
σ
Q
ω
Φ
7

　
　
7
0
ぴ
①
⇔
①
ロ
＜
o
§
o
ゲ
讐
①
鵠
↓
o
⇒
ぎ
（
ざ
巴
℃
甑
δ
。
。
o
℃
江
ρ
じ
づ
穿
く
“
諺
ぴ
け
．
恥
ω
）

　
（
3
）
　
「
常
に
自
ら
思
惟
せ
ん
と
す
る
格
律
は
薄
目
》
無
肛
跨
自
嵩
σ
q
で
あ
る
漏
（
妻
霧
げ
①
馨
け
”
臨
0
7
同
ヨ
U
Φ
三
戸
①
う
。
冠
δ
嵩
餓
禽
Φ
鵠
即
く
”
ト
こ
”
同
①
b
。
）

　
（
4
）
　
『
人
倫
の
目
蒲
上
挙
へ
の
定
礎
』
で
は
命
法
を
δ
o
｝
き
猷
。
ぴ
（
技
術
に
属
す
る
）
、
唱
難
σ
q
語
韓
尻
。
甥
（
安
寧
に
属
す
る
）
、
ヨ
。
融
既
冨
。
ず
（
自
由
な

　
　
行
動
一
般
に
属
す
る
）
と
三
型
し
て
い
る
如
く
、
　
「
実
用
的
漏
は
未
だ
仮
雷
的
怜
倒
の
指
令
に
関
わ
る
の
み
で
あ
っ
て
日
常
的
社
会
性
に
撃
て
顕
著

　
　
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
（
（
甲
　
Q
Q
の
　
｛
”
　
＜
ぴ
q
周
幽
驚
　
邸
凱
～
笛
O
Q
）
。
尚
こ
の
こ
と
は
厳
格
な
カ
ン
ト
遷
徳
の
形
式
性
が
ど
こ
ま
で
も
特
殊
を
内
含
す
る
こ
と
を

　
　
示
す
も
の
で
あ
る
。

R
（
5
）
　
「
物
　
毅
の
先
天
的
綜
合
的
認
識
を
体
系
的
理
説
に
曾
て
与
え
ん
と
す
る
○
簿
。
ざ
瞭
。
の
欝
称
は
純
粋
悟
性
の
単
な
る
分
析
論
の
謙
称
に
場
を

　
　
譲
る
」
（
し
d
O
。
O
ω
）
急
戦
の
試
緻
後
に
於
て
は
、
熟
案
即
存
在
論
即
超
越
論
的
哲
学
8
篤
霧
N
Φ
⇒
篇
Φ
口
㌶
ぢ
甥
卿
ざ
ω
o
℃
露
①
な
る
こ
と
は
『
懸
賞
論
文
』

　
　
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
（
男
焦
竃
o
O
継
”
＜
σ
q
｝
e
ゆ
ゆ
O
酒
G
G
“
Q
o
e
霞
臥
伽
ω
α
q
鐙
①
増
”
閑
℃
ン
曲
H
μ
9
伽
卜
Q
㎝
）
。
但
し
批
判
に
於
て
は
必
ず
し
も
超
越
論
的
暫
学
の
意

　
　
義
は
一
定
せ
ず
、
批
判
後
に
建
設
き
る
べ
き
体
系
を
意
味
す
る
場
含
も
あ
る
（
し
ご
ミ
欝
｝
乙
驚
）
。

　
（
6
）
　
勿
論
、
範
型
論
に
於
て
は
図
式
論
程
充
分
に
遂
行
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
カ
ン
ト
猪
身
も
そ
こ
で
は
門
申
し
訳
に
隈
定
的
判
断
力
に
関
心
し
て
い
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批
界
概
念
の
哲
学

五
八

　
る
」
（
登
≦
ρ
導
ご
Φ
0
7
＞
O
o
ヨ
ヨ
Φ
葺
㌍
楼
。
欝
溶
盛
事
、
。
。
○
葺
5
鎧
。
鼠
℃
窮
。
叶
ぎ
飢
ヵ
。
節
。
。
o
P
↑
黛
霞
。
δ
）
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
絶
対
不
可
疑

　
の
普
遍
が
既
存
す
る
隈
り
、
覇
断
力
は
限
定
的
で
あ
る
（
国
噂
≦
■
O
ρ
。
沼
騨
Φ
さ
諺
O
o
無
筆
①
づ
㌶
蔓
。
目
撃
新
鶴
．
。
り
○
蔦
鉱
ρ
¢
o
o
｛
匂
飯
匙
σ
q
B
o
葺
”
卜
⊃
O
O
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
o
播
①
G
。
～
刈
G
。
）
。
即
ち
田
口
的
判
断
力
は
、
幽
由
、
自
然
の
独
墜
の
立
法
領
域
を
有
つ
が
故
に
対
客
体
的
に
（
費
吋
霞
α
①
話
。
。
）
、
反
省
的
判
断
力
は

　
○
①
ぴ
δ
叶
な
き
故
に
対
主
体
的
に
（
注
同
旨
。
ゲ
）
、
夫
々
立
法
的
謬
。
ヨ
。
§
簿
δ
o
ぴ
な
の
で
あ
る
（
¢
”
⑳
①
Φ
”
鵬
Q
O
曵
）
。

（
7
）
　
か
か
る
匿
的
論
的
反
繊
の
先
駆
と
し
て
門
原
遡
」
そ
の
も
の
の
超
越
論
的
反
省
一
「
反
省
お
凶
①
×
δ
と
は
直
接
に
対
象
の
概
念
を
得
る
為

　
に
対
象
そ
の
も
の
と
関
わ
る
の
で
な
く
、
そ
れ
の
下
に
吾
々
が
概
念
に
到
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
主
観
的
制
約
を
見
出
す
べ
く
、
吾
々
が
先
ず
蒋
手

　
す
る
心
性
の
状
態
で
あ
る
」
（
し
ご
ω
目
①
）
…
が
既
に
第
一
批
判
の
様
蠣
の
原
則
と
し
て
「
経
験
的
思
惟
…
般
の
要
請
」
（
し
昏
卜
⊃
①
㎝
～
卜
Ω
Q
。
8
何
ら
か
の
客

　
体
内
容
を
限
定
す
る
レ
ア
ル
な
述
語
た
り
得
ぬ
コ
ブ
ラ
》
ω
Φ
貯
《
の
可
能
性
・
現
実
性
・
必
然
性
の
差
異
に
の
み
関
わ
る
ω
三
）
撤
寮
写
晦
矯
簿
げ
簿
δ
o
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
へ

　
な
原
則
）
に
於
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
名
召
し
。
窪
の
分
野
に
あ
り
乍
ら
、
　
「
要
請
」
　
と
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
知
か
ら
信
へ
の
認
識
順
序
に
も
拘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ら
ず
知
は
儒
に
よ
っ
て
の
み
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
物
語
る
（
田
辺
元
「
綜
合
と
超
越
〕
、
全
集
四
巻
、
三
五
二
頁
）
。
従
っ
て
、
カ
ン
ト
の
ア
プ

　
リ
オ
リ
は
「
行
為
的
自
覚
」
の
一
．
恵
義
を
さ
え
有
す
る
の
で
あ
る
（
西
田
幾
多
郎
「
予
定
調
和
を
手
引
と
し
て
宗
教
哲
学
へ
」
、
　
全
集
十
一
巻
、
　
一
三

　
七
頁
）
。
か
の
カ
ン
ト
認
識
論
の
絶
頂
点
に
於
て
、
『
先
天
的
綜
合
判
断
』
に
於
け
る
門
蘭
係
小
辞
》
薫
《
は
、
与
え
ら
れ
た
表
象
の
客
観
的
統
一
を

　
主
観
的
統
一
か
ら
区
別
す
る
為
に
統
覚
の
客
観
的
統
～
に
迄
、
所
与
認
識
を
も
た
ら
す
こ
と
を
自
ざ
す
」
（
b
σ
註
ト
こ
）
。
従
っ
て
、
主
体
（
観
）
と
客

　
体
（
観
）
　
（
主
語
述
語
の
綜
合
Q
り
国
璽
ず
霧
ぼ
の
内
実
た
る
）
と
の
相
関
穴
。
ほ
巴
舞
質
ヨ
に
於
て
、
「
真
理
扁
が
成
立
し
、
而
も
そ
の
背
後
の
未
限
定

　
的
根
拠
（
超
越
論
的
〔
統
覚
・
対
象
〕
）
の
存
在
の
同
意
是
認
を
要
賦
し
て
の
み
か
く
善
薦
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
　
そ
こ
に
「
超
越
論

　
的
有
論
」
が
う
か
が
え
る
。
三
宮
す
る
に
、
カ
ン
ト
の
哲
学
を
ば
「
要
覧
の
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー
」
と
称
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
存
在
論
は
盤
に
第

　
二
丈
覇
の
要
講
（
℃
＜
ド
幾
組
）
の
章
に
於
て
始
ま
っ
た
（
鵠
①
一
三
⑭
o
①
蕪
）
の
み
で
は
な
く
、
寧
ろ
既
に
超
越
論
的
認
識
論
が
一
つ
の
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー

　
で
あ
る
（
○
．
竃
霞
銘
ジ
H
ヨ
ヨ
⇔
⇔
∬
皿
図
鋤
頃
再
”
⑳
ト
っ
O
）
。



第
二
章
　
根
元
悪
の
主
体
と
し
て
の
人
間

皿
　
悪
の
問
題

　
　
　
カ
ン
ト
は
門
実
践
理
性
の
唯
「
の
対
象
は
善
及
び
悪
の
そ
れ
で
あ
る
」
（
℃
＜
①
。
。
）
と
述
べ
る
に
当
た
っ
て
、
’
・
特
に
「
実
践
理
性
批
判
に
於

　
　
け
る
方
法
の
逆
説
侮
霧
勺
霞
巴
○
図
血
段
ζ
㊦
夢
○
儀
Φ
」
即
ち
「
善
及
び
悪
の
概
念
は
道
徳
法
身
の
前
（
〈
O
瞳
）
に
で
は
な
く
（
こ
の
概
念
は
一

　
　
見
道
徳
法
剣
の
根
底
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
が
）
た
だ
（
こ
こ
で
も
亦
生
じ
て
い
る
様
に
）
道
徳
法
則
の
後
（
昌
霧
げ
）
に
且

　
　
つ
道
徳
法
則
を
通
じ
て
（
山
鶏
。
ゲ
）
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
明
し
て
所
謂
倫
理
学
上
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
遂
行
せ
ん
と

　
　
し
た
（
℃
＜
凝
）
。
即
ち
カ
ン
ト
に
減
て
は
、
善
悪
の
対
象
的
教
説
的
倫
理
で
は
な
く
、
善
悪
以
前
の
「
純
粋
理
性
の
唯
一
の
事
実
」
（
唱
く

　
　
。
。
刈
）
た
る
道
徳
法
則
を
唯
　
絶
対
と
す
る
倫
理
、
即
ち
法
則
を
霞
ら
積
極
的
に
引
受
け
る
実
践
的
主
体
の
霞
覚
的
倫
理
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
恰
か
も
経
験
の
対
象
が
、
未
限
定
的
な
所
与
直
観
の
多
様
を
、
図
式
に
よ
る
時
閥
規
定
を
内
実
的
綜
合
と
し
、
形
式
的
に
は
範
疇
を
媒
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
す
る
統
覚
の
根
源
的
綜
合
的
統
　
へ
と
招
来
せ
し
む
る
こ
と
に
依
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
如
く
（
「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
鰯
約
は
同

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
時
に
経
験
の
対
象
の
可
能
性
の
欄
約
で
有
る
」
α
（
ゆ
H
Φ
『
）
、
善
悪
の
対
象
も
亦
、
欲
求
の
多
様
を
「
自
由
の
範
疇
」
を
介
し
て
の
純
粋
実

　
　
践
理
性
（
意
志
）
の
自
己
限
定
と
し
て
の
普
遍
的
格
律
へ
と
綜
合
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
の
み
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
客

　
　
観
に
於
け
る
主
語
面
的
規
定
（
経
験
及
び
善
悪
の
対
象
）
は
、
主
体
の
主
な
る
述
語
面
的
規
定
（
範
疇
、
道
徳
法
則
）
に
依
っ
て
は
じ
め

　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
て
成
立
す
る
。
従
っ
て
善
悪
の
概
念
は
道
徳
的
法
則
を
玉
座
に
敷
い
て
成
立
す
る
所
の
合
法
剣
的
α
q
霧
Φ
魯
ぽ
げ
舞
浜
反
法
則
的
び
Q
Φ
ω
璽
寧

　
　
≦
凱
は
α
q
な
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
然
も
「
善
」
と
は
法
則
の
為
に
法
瑚
を
遵
奉
し
、
義
務
の
為
に
義
務
を
遂
行
す
る
底
の
道
徳
的
法
則

　
　
に
対
す
る
純
粋
な
尊
敬
感
情
よ
り
行
為
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
眼
前
現
象
的
に
よ
し
法
劉
と
合
し
て
い
た
と
し
て
も
、
心
術
の
内

033　
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世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

〇4

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

3
　
奥
に
於
て
自
愛
の
原
理
が
音
心
志
の
規
定
根
拠
と
な
り
得
る
ご
と
き
、
義
務
に
解
っ
た
評
議
。
節
ヨ
似
聾
頒
行
為
の
適
法
性
ピ
㊦
σ
q
巴
物
師
α
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
国
程
巳
加
里
㈹
は
問
わ
ず
、
ひ
た
す
ら
義
務
か
ら
》
仁
ω
勺
臣
。
霞
の
行
為
を
招
来
す
べ
き
心
術
の
道
徳
性
鼠
○
鑓
露
鐸
瓢
禽
○
霧
ぎ
膨
¢
コ
α
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
℃
＜
¢
㎝
”
ミ
G
。
｛
）
が
故
に
、
善
人
と
は
華
字
通
り
鳥
①
ヨ
じ
σ
鑑
。
ゲ
ω
欝
げ
窪
諺
碧
げ
法
…
期
を
遵
奉
す
る
善
き

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
行
状
の
人
（
ぴ
①
器
露
。
鑓
ε
。
。
）
た
る
の
み
な
ら
ず
、
精
神
に
従
っ
て
伽
①
露
○
①
目
障
屈
託
之
を
遂
行
す
る
道
徳
的
に
善
き
入
（
ヨ
○
轟
洋
興

　
　
ぴ
。
昌
環
ω
）
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
菊
G
。
｝
）
。

　
　
　
然
ら
ば
善
と
悪
と
の
関
係
如
何
。
若
し
善
－
一
》
な
り
と
す
る
と
、
善
に
矛
盾
的
に
対
立
す
る
非
難
（
留
ω
霧
。
葺
σ
q
露
①
）
は
、
善
の
単
な

　
　
る
欠
如
（
巨
O
）
或
い
は
、
善
の
反
対
者
の
積
極
的
根
拠
（
雛
一
諺
）
の
結
果
の
二
つ
の
場
合
を
考
え
得
る
。
成
程
単
な
る
自
然
的
心
理

　
　
現
象
た
る
甘
苦
の
感
惰
に
は
中
剛
者
た
る
無
差
綱
点
（
陛
O
）
を
認
め
得
る
。
吾
々
の
内
な
る
道
徳
法
翔
が
、
憶
意
ノ
さ
回
章
貯
の
動
機

　
　
日
は
①
び
｛
Φ
創
禽
で
な
い
と
す
れ
ば
、
善
1
1
》
と
し
て
も
、
非
善
意
O
と
な
り
得
よ
う
。
然
る
に
吾
々
の
内
に
は
道
徳
的
動
機
（
尊
敬
の
感
情
、

　
　
二
W
参
照
）
陛
》
が
確
実
に
存
在
す
る
が
故
に
、
非
善
即
ち
総
意
と
道
徳
的
動
機
と
の
一
致
の
欠
如
と
は
、
実
は
か
か
る
動
機
に
実
在
的

　
　
に
（
お
鉱
搾
興
）
反
抗
し
て
、
之
を
欠
如
（
疑
O
）
の
状
態
に
陥
い
ら
し
め
る
他
の
積
極
的
規
定
根
拠
（
…
》
）
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
（
園

　
　
込
。
に
諺
昌
實
）
。
即
ち
悪
は
単
に
善
の
「
欠
如
」
（
口
P
⇔
一
二
　
島
①
｛
①
O
叶
爆
G
摩
）
で
は
な
く
、
善
の
「
剥
奪
」
（
ヨ
．
℃
臨
く
p
。
嘗
○
駄
ω
）
と
し
て
の
積
極
的

　
　
（
9
）

　
　
悪
と
し
て
の
み
意
味
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
（
．
じ
。
罐
強
〔
軍
需
σ
q
舞
陣
く
①
p
曾
α
夢
ぞ
。
。
G
。
漁
ご
σ
角
く
含
き
陣
・
ド
＜
α
q
｝
胸
竃
舞
e
＾
｛
．
。
。
‘
卜
。
b
。
G
。
｛
る
。
。
H
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
従
っ
て
行
為
は
道
徳
的
に
は
善
悪
の
二
者
択
一
（
善
悪
は
天
地
の
如
く
で
は
な
く
天
国
と
地
獄
の
如
く
区
別
さ
れ
る
影
爵
跨
室
戸
）
で
あ

　
　
る
が
故
に
一
切
か
さ
も
な
く
ば
皆
無
と
な
る
の
み
で
あ
っ
て
、
不
善
暴
悪
の
消
極
的
無
差
甥
（
①
貯
Z
①
ぴ
q
簿
牙
①
ω
儀
空
転
臨
、
浮
H
窪
N
）
及

　
　
び
善
悪
の
積
極
的
混
合
（
の
ぎ
℃
・
ω
三
く
霧
号
吋
護
ω
9
§
σ
q
）
た
り
得
な
い
。
善
悪
は
ノ
エ
マ
的
現
象
的
結
果
的
に
で
は
な
く
、
ノ
エ
シ

　
　
ス
的
行
為
的
作
用
的
に
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
無
記
（
巳
貯
黒
鍵
O
p
9
0
同
房
ゆ
）
た
り
得
ぬ
（
受
洗
H
）
。

　
　
併
し
乍
ら
、
か
か
る
行
為
的
側
颪
に
於
け
る
動
機
だ
け
で
は
人
は
未
だ
善
で
も
悪
で
も
な
い
。
　
「
人
間
が
善
と
な
る
か
或
い
は
悪
と
な

　
　
る
か
の
心
違
は
、
彼
の
格
律
の
内
に
採
用
す
る
動
機
の
棺
違
に
で
は
な
く
て
（
こ
の
動
機
の
実
質
に
で
は
な
く
て
）
、
彼
が
二
つ
の
動
機



　
　
の
何
れ
を
他
の
動
機
の
制
約
に
す
る
か
と
い
う
従
属
関
係
¢
白
蜜
鶏
今
§
α
q
（
動
機
の
形
式
）
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
人

　
　
閥
は
（
最
善
の
人
間
で
も
）
唯
動
機
を
海
燕
と
し
て
採
用
す
る
に
当
た
っ
て
動
機
の
道
徳
的
秩
序
象
①
玲
藻
。
ゲ
①
O
a
⇔
鐸
づ
α
q
を
顧
倒
す

　
　
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
悪
と
な
る
」
（
カ
G
。
◎
。
）
。
逆
に
「
極
悪
人
で
さ
え
」
（
海
関
）
、
そ
の
動
機
の
制
約
関
係
を
正
常
化
す
れ
ば
善
と
な

　
　
り
得
る
。
従
っ
て
道
徳
的
動
機
は
善
悪
の
認
識
根
拠
（
鑓
賦
0
8
α
q
欝
。
ω
8
欝
象
）
で
あ
っ
て
も
、
存
在
根
拠
（
け
霧
ω
①
ゆ
黛
）
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
更
に
悪
の
根
拠
は
感
性
の
内
に
も
、
理
性
の
内
に
も
存
し
な
い
。
人
聞
に
於
け
る
道
徳
的
悪
の
根
拠
を
指
示
す
る
に
は
、
感
性
は
「
過

　
　
小
減
毒
②
駄
σ
q
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
自
由
か
ら
発
現
す
る
動
機
を
奪
い
去
っ
て
人
間
を
動
物
的
た
ら
し
め
る
か
ら
」
一
実
に
感
性
は
、

　
　
法
認
を
実
現
し
適
用
す
べ
き
実
践
的
媒
介
契
機
と
な
る
が
故
に
却
っ
て
寧
ろ
「
そ
れ
長
身
に
於
て
は
善
」
で
あ
っ
て
、
之
を
排
せ
ん
と
す

　
　
る
禁
欲
の
徒
は
「
有
害
且
つ
非
難
す
べ
き
」
も
の
に
他
な
ら
ぬ
（
男
①
O
h
）
一
他
方
理
性
は
「
過
大
艦
載
臨
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
法
言

　
　
へ
の
反
抗
が
動
機
と
さ
れ
、
　
か
く
し
て
そ
の
主
体
は
悪
魔
的
存
在
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
」
（
即
G
。
刈
）
。
　
こ
こ
に
悪
を
悪
と
知
ら
ず
に

　
　
な
す
畜
生
的
迷
盲
で
も
な
く
、
悪
の
為
に
悪
を
な
す
サ
タ
ン
（
切
○
終
①
δ
　
の
一
重
的
自
立
性
で
も
な
く
、
悪
を
悪
と
知
り
つ
つ
も
尚
之

　
　
を
排
し
得
ざ
る
人
間
存
在
（
じ
d
α
。
。
舞
甑
σ
q
冨
δ
の
弁
証
性
が
露
呈
さ
れ
る
。
か
く
し
て
「
悪
の
根
拠
は
傾
向
性
に
よ
っ
て
古
意
を
限
定
す

　
　
る
如
何
な
る
客
体
の
内
に
も
な
く
、
如
何
な
る
良
然
衝
動
の
内
に
も
な
く
、
騨
意
自
身
が
そ
の
慮
由
の
使
用
の
為
に
作
る
所
の
規
期
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
に
即
ち
格
律
の
内
に
の
み
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
菊
H
O
）
。
（
但
し
悪
の
根
源
は
時
闘
と
の
対
で
理
性
の
内
に
求
め
ら
れ
る
。
以
下
参
照
）
。

　
　
　
そ
れ
ゆ
え
「
善
き
格
律
の
塩
瀬
或
い
は
悪
し
き
（
反
法
劉
的
）
格
律
の
採
用
の
（
吾
々
に
と
っ
て
探
究
さ
れ
ぬ
）
第
一
根
拠
」
（
知

　
　
b
。
O
）
と
し
て
、
そ
れ
が
難
意
の
使
用
乃
至
濫
用
を
人
間
に
厳
責
せ
し
め
得
る
限
り
は
、
「
常
に
再
び
摩
羅
の
作
用
Φ
3
諺
謀
器
伽
霞
男
器
劉

　
　
び
①
犀
」
（
丙
H
ゆ
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
か
か
る
善
及
び
悪
へ
の
能
力
と
し
て
の
霞
由
は
、
　
一
切
の
行
為
の
根
拠
を
与
え
る
こ
と
は
で
き

　
　
て
も
、
自
己
自
身
に
対
し
て
は
自
ら
に
依
る
以
外
に
は
根
拠
づ
け
ら
れ
ぬ
が
故
に
　
「
元
底
¢
農
毎
鵠
窪
」
乃
釜
「
根
拠
の
根
拠
O
籍
鐸
餌

　
　
伽
㊦
ω
○
窪
づ
鮎
①
ω
」
で
あ
る
一
方
、
実
体
的
対
象
的
な
「
有
る
も
の
」
で
な
く
て
、
　
一
々
の
作
用
瞬
間
に
「
有
る
」
寧
ろ
「
有
り
得
る
ω
①
ぎ
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
犀
α
欝
⇒
Φ
昌
」
独
立
無
依
な
る
「
無
底
¢
⇒
箇
毎
昌
山
」
糖
質
「
脱
一
底
》
一
）
－
σ
ミ
毎
P
幽
」
に
他
な
ら
な
い
。

053　
　
　
　
　
　
折
離
瀞
掌
研
究
　
　
第
一
血
百
十
且
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
｝
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世
昭
介
概
A
芯
の
折
口
巌
†
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
今
や
「
自
然
法
期
に
従
っ
て
経
過
す
る
現
象
の
系
列
を
臨
ら
始
め
る
原
瞬
の
絶
対
的
慮
発
性
」
（
じ
ご
献
ぱ
）
　
と
し
て
の
　
「
超
越
論
的
自

由
」
或
い
は
「
意
志
が
道
徳
法
則
以
外
の
如
何
な
る
他
の
も
の
か
ら
も
独
立
で
あ
る
こ
と
」
（
℃
＜
H
O
り
）
と
し
て
の
「
実
践
的
膚
由
」
と

も
虜
ら
か
に
異
な
る
一
つ
の
新
し
き
霞
由
概
念
に
至
っ
た
。
自
律
的
意
味
に
於
け
る
実
践
的
自
由
は
成
程
端
的
に
善
な
る
意
志
に
曾
て
は

何
の
躊
躇
も
な
く
自
由
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
人
間
の
意
志
と
は
「
受
動
的
に
触
発
さ
れ
た
。
・
①
霧
識
く
¢
ヨ
（
と
は
難
も
そ
れ
に
よ
っ
て
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

定
さ
れ
な
い
従
っ
て
又
常
に
自
由
な
ま
①
籍
ヨ
）
蜂
意
名
鰹
障
貯
墨
誉
浮
田
ヨ
」
（
℃
く
ω
。
。
）
に
す
ぎ
な
い
（
＜
α
q
ピ
じ
ご
ま
ト
。
“
雪
鼻
。
。
G
。
O
）
。

そ
れ
ゆ
え
道
徳
法
翔
は
人
聞
に
と
っ
て
「
拘
束
性
く
窪
び
ぎ
象
ぢ
げ
澤
鉱
こ
を
伴
う
「
道
徳
的
強
引
」
即
ち
「
義
務
」
の
法
則
で
あ
り
、
道

徳
的
必
然
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
（
℃
＜
ゆ
9
0
罐
）
。
真
に
人
間
的
霞
由
と
は
か
か
る
道
徳
的
必
然
的
自
由
を
弁
え
つ
つ
も
、
之
に
背

き
、
或
い
は
か
か
る
背
反
主
体
の
根
拠
を
更
に
覆
す
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
当
為
的
宙
由
へ
と
走
り
出
る
如
き
弁
証
法
的
自
由
に
そ
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郡
ち
「
人
閾
的
自
由
（
騨
意
と
は
、
純
粋
意
志
の
自
律
に
基
づ
く
道
徳
的
自
由
の
開
か
れ
る
場
の
更
に
根
源
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
っ
て
価
霊
£
方
に
は
合
理
化
さ
れ
得
ぬ
、
善
悪
の
等
根
源
的
な
る
い
わ
ば
実
存
金
蝿
曲
の
世
界
系
列
を
始
め
る
絶
対
的
膚
発
性
に
他
な

ら
な
い
。
か
く
て
始
め
宇
宙
概
念
よ
り
出
立
せ
る
、
い
わ
ば
抽
象
的
普
遍
と
し
て
の
「
超
越
論
的
臼
由
」
は
先
ず
道
徳
を
媒
介
契
機
と
し

て
自
律
的
自
由
と
し
て
の
具
体
的
普
遍
へ
と
転
じ
、
更
に
こ
の
「
実
践
的
慮
由
」
を
入
金
意
志
に
よ
っ
て
、
否
定
媒
介
的
に
止
揚
超
越
し
、

「
人
間
的
自
由
」
へ
と
具
体
化
綱
別
化
さ
れ
、
膚
ら
の
内
実
を
豊
寓
に
し
て
真
に
レ
ア
ル
と
な
っ
た
。

　
カ
ン
ト
は
か
か
る
人
間
的
慮
由
に
於
け
る
「
悪
へ
の
性
癖
＝
窪
α
q
蒙
高
じ
d
密
①
」
（
労
　
卜
σ
G
G
～
も
。
に
）
と
し
て
、
　
「
人
間
本
性
の
脆
弱
性

｛
鎚
α
q
旨
鼠
ω
偏
、
　
「
人
間
心
胸
の
不
純
性
巨
謹
簿
霧
」
、
　
「
人
聞
心
胸
の
悪
癖
く
賦
。
ω
陣
薬
ρ
鷲
鋤
鼻
霧
」
　
の
三
段
階
を
提
示
し
而
し
て
前
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

者
を
共
に
第
三
者
に
帰
す
る
。
な
ぜ
な
ら
「
高
々
法
期
と
動
機
と
の
適
合
性
に
の
み
着
眼
し
て
、
法
…
期
か
ら
の
導
出
に
着
眼
し
な
い
」
不

純
性
q
巳
⇔
露
興
野
①
津
と
、
「
そ
の
採
用
し
た
諸
原
鋼
を
遵
奉
す
る
に
足
る
程
強
く
な
い
」
脆
弱
性
○
①
ぼ
①
o
躍
8
プ
犀
⑦
誇
と
が
結
合
し
て
始

め
て
悪
癖
じ
ご
曾
錠
銘
σ
Q
犀
①
津
と
し
て
の
「
人
間
的
心
胸
の
根
元
昼
下
倒
く
。
蒔
ゆ
町
浄
①
ド
鷹
野
費
山
け
器
」
が
生
じ
厳
密
な
意
味
で
の
道
徳

的
悪
を
形
成
す
る
（
刃
G
。
鎗
）
が
故
に
。
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も
　
　
ル
　
　
ヘ
　
　
ル
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
　
　
へ
　
　
も

　
然
る
に
普
通
「
性
癖
」
と
は
「
あ
ら
ゆ
る
行
8
簿
に
先
行
す
る
従
っ
て
朱
だ
行
で
さ
え
な
い
愈
愈
の
主
体
的
規
定
根
拠
」
（
即
も
。
困
）
で

あ
る
。
而
し
て
こ
の
行
と
い
う
表
現
一
般
は
「
最
上
の
規
律
を
（
法
則
に
従
っ
て
か
又
は
反
し
て
）
遊
撃
に
と
り
入
れ
る
と
こ
ろ
の
自
由

の
使
用
に
も
、
諸
々
の
行
為
そ
の
も
の
が
（
行
為
の
実
質
に
従
っ
て
即
ち
艶
意
の
客
体
に
関
し
て
）
か
の
格
律
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
る
と

い
う
意
味
で
の
自
霞
の
使
用
に
も
適
用
で
き
る
」
（
殉
ら
。
b
。
）
。
勿
論
悪
へ
の
性
癖
は
第
一
の
意
味
で
の
行
（
勺
Φ
8
簿
に
ヨ
。
ほ
σ
q
ぎ
錠
ご
ヨ
）
で

あ
る
と
同
時
に
悪
徳
（
娼
●
僻
論
く
器
差
導
）
と
呼
ば
れ
る
第
一
一
の
意
味
の
反
法
事
盛
行
の
形
式
的
根
拠
で
あ
る
。
後
者
は
感
覚
的
経
験
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

時
間
の
内
に
与
え
ら
れ
る
が
故
に
た
と
い
屡
々
避
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
前
者
は
叡
知
群
行
ぎ
け
Φ
霞
σ
q
浮
鉱
①
6
簿
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
時
間

制
約
も
な
し
に
単
に
理
性
に
依
っ
て
の
み
認
識
さ
れ
る
が
故
に
常
に
残
留
す
る
と
こ
ろ
の
「
根
源
的
な
或
い
は
一
般
に
人
質
が
常
に
為
す

だ
ろ
う
全
て
の
善
に
先
行
す
る
負
目
」
（
力
刈
刈
）
と
し
て
「
人
問
本
性
に
於
け
る
根
元
的
生
得
三
悪
⑦
営
錘
創
蹄
巴
Φ
ρ
雪
σ
q
Φ
ぴ
自
①
器
の

b
ご
α
ω
Φ
」
（
圃
ω
ω
）
で
あ
る
。
か
く
叡
知
的
行
に
於
て
「
悪
が
直
接
に
最
上
の
軍
律
を
腐
敗
せ
し
め
」
（
労
G
。
碁
。
）
て
い
る
が
故
に
「
人
士
は
本

性
か
ら
く
。
鍋
乞
象
霞
悪
で
あ
る
」
（
沁
G
。
G
。
～
駆
H
）
。
か
か
る
人
間
の
Z
岩
蓼
と
は
、
ヨ
①
o
げ
㊤
巳
ω
o
げ
な
そ
れ
で
も
な
く
、
○
目
σ
q
餌
獣
ω
o
ぴ
な

も
の
で
も
な
き
こ
と
を
「
世
界
無
学
一
般
に
於
て
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
欝
欝
の
問
題
の
そ
の
よ
り
高
次
の
形
式
に
於
け
る
最
も
簡
潔
で

深
遠
な
設
定
」
（
ω
鼻
芝
Φ
ぐ
。
び
。
サ
簿
‘
H
O
卜
。
）
を
以
て
示
せ
ば
、
そ
れ
は
「
感
官
の
内
に
現
前
す
る
一
切
の
行
に
先
行
す
る
（
客
観
的
道

徳
法
瑚
の
下
に
於
け
る
）
人
間
の
自
由
の
使
用
一
般
の
主
体
的
根
拠
」
（
堅
陣
り
）
に
他
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
ゆ
え
悪
の
根
源
¢
易
箕
§
α
Q
は
時
間
の
内
に
で
は
な
く
て
理
性
の
内
に
の
み
求
め
る
べ
く
も
理
性
に
関
し
て
は
「
結
果
の
現
存

在
O
舘
①
『
」
（
菊
継
邸
）
が
観
察
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
蓋
し
「
理
性
は
全
て
の
時
聞
状
態
に
於
け
る
人
間
の
全
行
為
に
浮
出
し
、
一
様
で
あ

る
、
け
れ
ど
も
そ
れ
自
身
時
間
に
於
て
存
し
な
い
、
従
っ
て
理
性
が
以
前
に
は
そ
れ
に
於
て
存
し
な
か
っ
た
新
し
い
状
態
に
陥
い
る
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
新
し
い
状
態
に
関
し
て
は
理
性
は
限
定
的
ぴ
①
ω
瓢
ヨ
目
①
鵠
餌
で
あ
っ
て
も
決
し
て
被
限
定
的
び
①
。
。
聴
路
ヨ
ぴ
母
で
は

な
い
」
（
b
σ
切
。
。
彊
）
そ
れ
ゆ
え
「
何
故
に
理
性
は
自
己
を
異
な
っ
て
限
定
し
な
か
っ
た
か
」
と
言
い
能
わ
ず
、
却
っ
て
唯
「
何
故
理
性
は
そ

の
原
因
性
に
よ
っ
て
現
象
を
異
な
っ
て
限
定
し
な
か
っ
た
か
」
と
訊
ね
得
る
の
み
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
か
か
る
悪
の
理
性
根
源
そ
の
も

　
　
　
　
哲
瀞
ず
研
血
冗
　
　
鱗
即
五
買
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
ハ
一
二



　
　
　
　
　
　
世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
臨

08
3
　
の
が
一
体
何
（
芝
簿
ω
）
で
あ
る
か
と
究
押
す
る
に
、
之
を
主
体
的
超
時
間
的
自
磁
（
の
作
用
）
、
根
拠
、
行
、
「
心
胸
の
深
淵
甥
①
｛
③
餌
霧

　
　
霞
①
護
①
霧
」
　
（
菊
α
9
①
①
）
等
々
と
唯
「
様
心
的
」
　
（
毒
δ
）
　
に
換
言
し
得
る
の
み
で
あ
っ
て
（
＜
び
q
ピ
窯
①
凱
①
ヨ
き
戸
ω
℃
。
簿
簿
器
蓬
け
き
焦

　
　
N
。
窪
。
山
海
〔
H
ゆ
㎝
G
Q
〕
Ψ
鳴
O
。
。
州
）
畢
平
し
て
人
間
悟
性
を
以
て
し
て
は
「
不
可
解
§
び
①
α
q
器
峯
ぽ
置
不
可
究
琶
①
鳳
○
謎
。
霞
。
び
」
で
あ
る

　
　
（
麺
　
卜
o
O
噌
　
腿
①
“
　
ノ
㍉
σ
Q
一
「
　
じ
d
　

α
刈
O
　
諺
⇔
ヨ
ご
　
∩
甲
　
ゆ
H
）
。
こ
れ
即
ち
カ
ン
ト
自
由
論
を
追
思
し
弁
証
し
た
シ
ェ
リ
ン
グ
が
「
万
物
に
於
て
実
在
性
の

　
　
不
可
解
な
る
基
底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
割
切
れ
ぬ
調
余
で
あ
り
最
大
の
努
力
を
以
て
し
て
も
分
解
し
て
悟
性
と
な
す
こ
と
が
で

　
　
き
ず
、
永
遠
に
根
底
に
残
る
も
の
」
（
富
。
・
乾
霧
窪
缶
島
田
。
塁
魯
一
鐸
長
窪
。
再
議
F
鴇
G
。
u
＜
Φ
蕾
σ
q
．
野
ω
9
三
蓋
）
ζ
　
【
切
う
所
以
で
あ
る
。

　
　
こ
こ
で
も
又
カ
ン
ト
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
の
一
般
的
性
格
に
と
っ
て
本
質
的
な
こ
と
即
ち
「
第
一
命
題
や
原
理
の
明
白
な
る
絶
対
的

　
　
明
証
性
に
走
る
こ
と
な
く
、
意
識
的
に
未
知
な
る
も
の
、
へ
至
り
、
を
示
す
」
（
瓢
O
圃
（
｛
①
α
q
ぴ
q
Φ
脱
”
　
深
℃
竃
鼻
H
）
こ
と
が
生
ず
る
。
ノ
エ
マ
的
に

　
　
無
規
定
的
消
極
は
ノ
エ
シ
ス
的
に
は
限
定
的
積
極
に
他
な
ら
な
い
。
究
極
的
に
は
対
象
化
（
限
定
）
さ
れ
得
ざ
る
自
由
（
統
覚
）
た
る
故

　
　
に
こ
そ
よ
く
自
余
一
切
を
限
定
し
得
る
の
で
あ
る
（
註
（
8
）
参
照
）
。

　
　
　
と
ま
れ
以
上
の
如
き
叡
知
的
根
元
悪
と
は
、
人
閲
が
そ
の
直
接
的
良
心
に
於
て
道
徳
法
期
の
崇
高
性
を
意
識
し
、
そ
の
実
現
へ
の
希
求

　
　
を
持
つ
「
本
来
的
自
己
仙
p
。
。
。
⑫
α
q
魯
艶
。
｝
お
ω
⑦
一
濱
こ
で
あ
る
反
面
、
そ
の
反
省
的
良
心
に
於
て
尚
か
く
の
如
き
善
き
も
の
へ
の
背
反
の

　
　
可
能
根
拠
と
し
て
の
「
い
と
し
き
肖
己
ロ
器
蕾
ぴ
Φ
ω
鉱
ぴ
韓
」
（
○
卜
。
①
）
た
る
こ
と
の
人
間
的
自
由
の
有
限
性
を
徹
底
省
察
し
た
結
果
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嫉
）

　
　
っ
て
意
志
の
自
律
は
放
棄
さ
れ
得
ぬ
。
道
徳
的
桑
門
が
徹
底
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
善
へ
の
希
求
と
悪
へ
の
嫌
悪
の
弁
証
性
も
強
烈
化
し
、

　
　
道
徳
的
秩
序
優
等
の
根
拠
と
し
て
の
「
悪
癖
」
は
自
由
の
行
使
に
よ
る
自
己
責
任
と
し
て
元
来
「
無
垢
¢
湯
。
ざ
冠
」
な
る
状
態
よ
り
の

　
　
「
堕
罪
ω
自
鄭
瓢
①
無
巴
ご
と
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
殉
齢
ω
～
ミ
）
。
か
く
カ
ン
ト
が
主
体
的
内
在
的
に
改
釈
し
た
所
謂
「
原
罪
」
は
例
え
ば
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
私
が
ア
ダ
ム
の
息
子
で
あ
る
が
故
に
、
も
っ
と
自
由
臣
費
δ
鷺
な
人
が
犯
し
た
罪
の
罰
と
し
て
私
の
内
に
宿
っ
た

　
　
罪
」
（
（
）
。
沫
①
鋒
§
β
藪
v
δ
）
の
如
き
超
越
的
遺
産
と
は
趣
意
を
異
に
す
る
。
即
ち
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
於
け
る
ア
ダ
ム
独
自
の
卓

　
　
越
的
自
由
を
超
歴
史
的
に
普
遍
化
す
る
カ
ン
ト
に
於
て
は
自
由
な
人
間
主
体
の
内
に
見
出
さ
れ
る
も
の
た
る
限
り
悪
癖
と
錐
も
「
超
克
す



る
d
び
興
≦
δ
σ
q
①
雛
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
カ
。
。
り
）
。

W
　
善
へ
の
根
源
的
素
質
の
回
復
（
芝
δ
号
腎
震
弩
嵩
§
σ
q
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
表
題
『
善
原
理
と
並
ぶ
悪
原
理
の
圃
居
に
つ
い
て
』
（
図
日
輪
）
に
墾
ら
か
な
如
く
、
　
カ
ン
ト
は
根
元
悪
を
究
論
ず
る
に
先
立
っ
て
既
に

　
　
「
人
問
本
性
に
於
け
る
善
へ
の
根
源
的
素
質
U
δ
罎
ω
箕
9
σ
Q
一
鍼
δ
跨
巳
鶴
α
q
Φ
建
ヨ
Q
9
Φ
」
を
漏
得
し
て
い
た
（
胃
b
o
㎝
～
の
o
O
）
。
そ
こ
で
は

　
　
恰
か
も
『
人
間
学
』
に
於
け
る
人
類
の
性
格
と
し
て
の
三
素
質
に
応
ず
る
如
く
（
…
王
参
照
）
動
物
性
禁
①
嘗
①
詫
、
人
間
性
ζ
Φ
霧
。
与
①
津
、

　
　
人
格
性
℃
①
霧
α
巳
搾
ぴ
犀
⑦
搾
が
提
示
さ
れ
る
が
故
に
轟
面
の
根
本
課
題
は
第
三
老
に
搾
ら
れ
る
。
「
人
格
性
へ
の
素
質
は
そ
れ
自
身
で
縢
意

　
　
の
充
分
な
る
動
機
と
し
て
の
道
徳
法
則
に
対
す
る
尊
敬
の
感
受
性
閃
ヨ
℃
賊
雛
触
8
ぴ
評
Φ
搾
q
興
》
o
ゲ
貯
¢
㈹
で
あ
る
」
而
し
て
「
道
徳
法
則

　
　
の
理
念
は
人
格
性
そ
の
も
の
（
全
く
知
的
に
考
察
さ
れ
た
人
間
性
の
理
念
）
で
あ
る
」
（
勾
卜
。
刈
）
。
即
ち
尊
敬
の
感
情
と
人
格
性
の
関
係

　
　
は
認
識
根
拠
と
存
在
根
拠
の
間
の
そ
れ
の
如
く
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
道
徳
昏
夢
は
「
一
つ
の
知
的
原
因
性
の
即
ち
自
彊
の
形
式
」
と
し
て

　
　
吾
々
の
内
な
る
傾
向
性
、
自
惚
瞭
σ
q
窪
象
躊
2
を
砂
面
化
し
、
粉
砕
屈
服
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
最
大
の
尊
敬
の
対
象
」
と
な
る
が

　
　
故
に
、
「
知
的
根
拠
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
」
積
極
的
感
情
と
し
て
の
尊
敬
と
は
「
吾
々
が
完
全
に
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
認
識
し
得
る
唯
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
も
の
」
に
他
な
ら
な
い
（
℃
＜
。
。
①
）
。
故
に
尊
敬
は
そ
の
出
現
の
場
は
感
性
で
あ
る
と
し
て
も
、
道
徳
的
感
情
で
あ
る
以
上
そ
の
根
源
は

　
　
℃
⇔
爵
。
一
〇
σ
q
陣
ω
簿
で
は
な
く
℃
鑓
藍
ω
。
げ
（
「
自
由
に
依
っ
て
可
能
な
も
の
は
全
て
実
践
的
で
あ
る
」
切
。
。
卜
。
G
。
）
で
あ
っ
て
「
先
行
す
る
（
客
観

　
　
的
）
意
志
規
定
と
理
性
の
原
因
性
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
」
（
唱
く
逡
）
。
か
く
て
「
℃
①
誘
。
鐸
に
の
み
関
わ
り
ω
宥
び
①
に
は
関
わ
ら

　
　
ぬ
し
（
℃
＜
○
。
り
）
尊
敬
の
感
情
は
ひ
と
を
し
て
「
人
格
に
於
け
る
人
間
性
勲
①
護
①
霧
隠
財
①
禅
ぎ
ψ
㊦
δ
⑦
壇
℃
興
ω
o
郎
」
（
唱
く
H
8
）
に
着
厨
せ
し

　
　
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
の
目
的
の
国
即
ち
ヨ
§
亀
蕊
一
審
①
澤
α
q
凶
ぴ
濠
ω
に
所
属
す
る
、
人
間
の
芝
霧
を
な
す
「
本
来
的
自
己
」
（
O
Q
。
臨
）

　
　
の
神
聖
性
を
止
口
知
す
る
。

093　
　
　
　
　
　
醤
厳
・
研
究
　
　
第
五
百
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
他
方
端
的
に
は
道
徳
法
則
の
主
体
で
は
な
き
人
閥
の
現
実
相
即
ち
「
感
性
界
に
属
す
る
と
同
時
に
悟
性
界
に
属
す
る
」
（
○
“
Φ
）
者
に

と
っ
て
は
、
自
己
肯
定
的
感
情
と
し
て
の
法
へ
の
尊
敬
を
向
上
一
路
す
る
こ
と
及
び
之
と
全
く
反
対
の
自
ら
の
非
本
来
性
へ
の
反
省
的
自

己
否
定
的
感
情
と
し
て
の
法
へ
対
し
て
の
「
謙
遜
U
Φ
ヨ
餌
r
U
①
ヨ
血
目
σ
q
環
⇔
α
q
」
を
下
降
一
路
す
る
こ
と
と
は
蓑
裏
一
体
的
岡
一
事
態
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
則
へ
の
尊
敬
と
は
、
他
な
ら
ぬ
我
愛
や
自
惚
に
限
定
さ
れ
ぬ
自
由
な
自
己
自
身
へ
の
尊
敬
で
あ
る
が

故
に
、
打
破
粉
砕
す
べ
き
反
道
徳
的
な
る
も
の
を
自
知
す
る
こ
と
、
無
知
の
知
と
し
て
の
謙
遜
を
必
然
的
な
ら
し
め
る
。
即
ち
自
己
尊
敬

一
十
意
す
る
に
最
高
善
へ
の
希
求
f
は
岡
時
に
自
己
繊
悔
一
畢
嘉
す
る
に
根
元
悪
へ
の
内
省
一
1
に
他
な
ら
な
い
。
岡
一
主
体
に

絶
対
に
相
矛
盾
す
る
概
念
が
同
居
し
て
い
る
事
態
が
道
徳
的
感
情
（
本
来
感
情
的
受
容
的
だ
り
得
ぬ
知
性
的
自
発
的
な
る
も
の
の
自
己
矛

盾
的
名
辞
）
に
他
な
ら
な
い
。
m
生
み
に
「
道
徳
法
剣
へ
の
尊
敬
に
よ
る
最
高
善
へ
の
必
然
的
意
図
か
ら
生
ず
る
最
高
善
の
客
体
的
実
在
性

の
前
提
」
（
℃
＜
H
9
）
を
尚
吾
が
力
の
内
に
な
き
も
の
と
し
て
謙
虚
に
絶
対
者
の
手
中
に
委
ね
た
こ
と
に
明
ら
か
な
如
く
、
尊
敬
の
反
省
態

は
、
最
高
善
の
現
実
的
に
不
到
達
で
あ
る
自
己
自
身
へ
の
「
知
的
軽
蕪
q
艮
①
濠
節
仁
巴
①
＜
巽
鴛
三
二
p
α
q
」
（
や
く
。
。
。
。
）
と
し
て
の
根
元
悪
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
餓
悔
を
生
ぜ
し
め
る
。
即
ち
「
法
則
に
対
す
る
尊
敬
」
と
は
正
に
「
背
反
へ
の
少
な
く
と
も
不
純
性
へ
の
、
即
ち
法
則
の
遵
奉
の
為
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

く
の
不
正
な
（
道
徳
的
な
ら
ざ
る
）
動
因
の
混
同
へ
の
連
続
的
性
癖
の
意
識
」
従
っ
て
「
謙
遜
と
結
合
し
た
自
己
尊
重
」
に
他
な
ら
な
い

（
℃
＜
ド
ミ
）
。
明
ら
か
に
尊
敬
の
感
情
は
道
徳
的
自
己
の
人
間
的
有
限
的
「
超
越
」
の
根
本
構
造
を
開
示
す
る
（
頴
①
凱
Φ
σ
q
α
q
¢
お
丙
℃
竃
伽
ω
o
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
か
く
て
そ
の
有
限
性
か
ら
は
尊
敬
は
【
、
吾
々
に
と
っ
て
法
劉
で
あ
る
理
念
の
達
成
へ
の
吾
々
の
能
力
の
不
一
致
の
感
情
」
　
（
¢
H
o
込
。
や
㈱

卜。

ｨ
）
と
し
て
神
聖
な
る
法
則
そ
の
も
の
か
ら
の
隔
絶
と
そ
れ
へ
の
緊
張
関
係
を
自
覚
維
持
せ
し
め
る
。
　
「
人
間
の
到
達
し
得
る
全
て
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

徳
的
完
全
性
は
徳
8
二
σ
q
①
銭
で
あ
る
」
（
黒
く
H
ミ
）
。
然
る
に
徳
と
は
「
戦
闘
状
態
に
あ
る
道
徳
的
心
術
ヨ
。
舜
房
魯
①
O
o
ω
ぎ
建
づ
α
q
坤
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

囚
9
日
箕
①
」
で
あ
っ
て
「
意
志
の
心
術
の
完
全
な
純
粋
性
を
所
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
神
聖
性
」
で
は
な
い
（
唱
く
り
⑩
）
。
即
ち
人
間

意
志
≦
葺
国
争
は
、
実
践
的
境
位
に
於
て
「
自
愛
の
原
理
」
と
「
道
徳
法
翔
」
の
中
間
に
あ
っ
て
何
れ
を
採
用
す
べ
き
か
の
岐
路
ω
。
7

0
達
①
≦
①
α
q
に
立
つ
（
O
μ
G
。
）
端
的
に
両
立
不
能
な
る
善
悪
の
矛
盾
対
立
（
牢
律
壁
窪
巽
筆
遣
脚
注
鰺
毬
搾
、
．
叫
℃
＜
念
）
を
意
識
す
る
弁
証
法
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も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

的
意
志
で
あ
っ
た
。
然
も
行
為
主
体
と
し
て
真
に
当
為
即
能
為
と
な
る
為
に
は
、
先
ず
か
か
る
矛
盾
的
意
識
的
慮
己
た
る
こ
と
を
停
止
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
行
為
は
実
践
的
意
識
的
尊
敬
（
動
機
・
関
心
・
格
率
の
願
序
も
物
語
る
如
く
、
尊
敬
は
義
務
表
象
勺
惣
。
続
く
鍵
自
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ご
誰
α
q
で
あ
り
、
未
だ
義
務
遵
奉
℃
h
ぴ
臥
。
鼻
嵐
欝
σ
q
で
は
な
い
や
く
鴇
．
U
器
国
嵩
〔
♂
毘
禽
○
ぎ
σ
q
⑦
》
。
。
ρ
8
p
。
ω
。
｝
お
爵
9
σ
q
ぎ
ρ
¢
Φ
浄
譲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

の
感
情
を
徹
底
突
破
し
て
没
意
識
的
身
体
（
自
然
）
の
内
に
没
入
し
、
之
と
　
体
と
な
る
実
践
そ
の
も
の
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

　
上
の
如
き
矛
盾
的
自
己
た
る
こ
と
の
抑
の
根
拠
は
根
元
悪
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
故
、
端
的
に
善
主
体
た
る
為
に
は
何
よ
り
も
先
ず
、

逆
倒
せ
る
心
胸
の
再
逆
倒
と
し
て
の
「
人
問
に
於
け
る
心
術
の
革
命
菊
Φ
〈
○
｝
舞
δ
⇔
」
（
即
黛
）
が
敢
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
「
回
心
G
り
す

器
ω
響
q
興
§
σ
q
と
は
悪
か
ら
の
娼
離
に
し
て
善
へ
の
帰
入
で
あ
る
。
旧
人
を
脱
ぎ
新
人
を
着
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
罪
の
主
体
が

（
従
っ
て
罪
へ
誘
惑
す
る
限
り
に
於
け
る
全
傾
向
性
の
主
体
も
）
正
義
に
生
き
ん
が
為
に
死
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
併
し
こ
の
知
的
規
定

と
し
て
の
回
心
の
中
に
は
中
間
時
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
二
つ
の
道
徳
的
行
為
が
含
ま
れ
る
の
で
な
く
、
そ
れ
は
唯
一
の
行
為
で
あ
る
」

（
即
刈
P
エ
ペ
ソ
書
四
、
2
2
～
2
4
参
照
）
。
即
ち
絶
品
の
自
己
否
定
即
自
己
肯
定
と
し
て
の
矛
盾
的
自
己
の
同
｝
化
に
於
て
の
み
真
の
行
為
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
り
得
る
が
故
に
、
善
へ
の
圃
帰
は
悪
の
棄
却
の
苦
痛
を
、
例
え
ば
キ
リ
ス
ト
に
於
け
る
「
旧
人
の
亡
び
、
肉
の
十
字
架
」
（
ロ
マ
轡
四
、

6
。
ガ
ラ
テ
や
書
五
、
2
4
等
々
）
を
賭
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
栄
光
の
主
は
同
暗
に
受
難
の
霜
で
あ
る
。

　
然
る
に
直
観
知
な
ら
ざ
る
比
量
知
を
有
す
る
の
み
の
人
閥
に
と
っ
て
は
（
し
σ
H
。
。
9
¢
㈱
蕊
》
ミ
）
、
「
道
徳
法
則
の
下
に
あ
る
（
鶴
纂
賃

十
⇒
碧
ゲ
）
人
間
」
に
つ
い
て
の
み
創
造
の
究
極
目
的
と
言
い
得
る
に
す
ぎ
ぬ
が
故
に
（
C
　
Q
Q
悼
O
”
　
吻
c
Q
刈
）
、
か
の
「
革
命
」
そ
の
も
の
は
知

り
得
ぬ
、
唯
「
反
省
的
信
仰
」
（
幻
α
G
。
諺
一
髪
．
）
と
し
て
「
希
望
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
ぬ
（
図
α
戴
）
。
郎
ち
客
観
的
に
は
理
念
的

理
想
に
留
る
原
型
的
自
然
乞
象
¢
鑓
錠
。
げ
。
蓬
蓬
を
、
主
観
的
に
己
が
人
格
の
努
力
の
雲
母
と
し
て
、
模
型
的
自
然
Z
㊤
欝
蜜
①
o
q
℃
p

を
現
実
化
す
る
（
℃
＜
㎝
5
℃
触
。
σ
q
お
。
。
。
。
霧
㊤
象
昌
油
置
謬
に
ヨ
（
餌
嵩
B
餌
窪
ざ
富
知
①
8
厭
舞
）
と
し
て
の
永
遠
的
舷
門
を
完
結
的
全
体
と
し
て
観

る
神
的
直
観
を
介
し
て
の
み
吾
々
は
「
道
徳
的
に
善
き
（
神
に
嘉
せ
ら
れ
た
る
）
人
間
」
で
あ
る
と
希
望
で
き
る
（
即
α
以
）
。
か
く
て
人
意

の
正
義
に
対
す
る
神
的
「
共
働
、
賛
助
」
（
濁
料
G
。
”
㎝
刈
一
噂
8
匿
舞
ω
器
、
．
鱒
N
¢
諺
Φ
鼠
σ
q
2
即
δ
瓢
g
し
ら
。
鼠
”
筈
．
ご
d
陣
び
り
ミ
H
）
の
要
求
従
っ
て

　
　
　
　
暫
学
鯉
耕
究
　
　
第
五
百
十
・
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
七



　
　
　
　
　
　
枇
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

12
3
　
叉
歴
史
の
運
行
（
＜
O
N
ω
①
冨
謎
v
乞
五
霞
整
髪
ゲ
酔
）
　
へ
の
億
頼
に
よ
っ
て
善
へ
の
根
源
的
素
質
も
回
復
さ
れ
、
さ
し
も
の
悪
へ
の
言
わ
ば

　
　
キ
リ
ス
ト
教
的
厭
世
観
（
善
悪
の
二
元
萬
藤
）
も
ギ
リ
シ
ア
的
楽
天
観
（
善
一
元
論
）
へ
と
解
消
さ
れ
る
。
　
（
な
お
カ
ン
ト
は
、
自
ら
の
歴

　
　
史
哲
学
の
最
高
点
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
『
学
部
の
係
争
』
〔
H
“
Φ
亟
～
困
刈
り
G
o
〕
の
第
二
章
〔
極
り
刈
〕
で
》
①
ぎ
Φ
○
窃
。
ぼ
。
ぼ
Φ
鉛
℃
臨
。
誌
《
の
可
能
如
何
を
問

　
　
い
つ
つ
、
　
「
革
命
」
に
対
す
る
公
衆
の
共
鳴
的
な
い
わ
ば
「
歴
史
的
感
情
」
【
ω
図
琶
℃
舞
｝
島
ρ
閃
簿
ワ
鑑
ω
狂
。
。
ヨ
¢
。
。
鴇
8
鉱
『
①
げ
B
¢
鵠
σ
q
嗣
…
1
道
徳
的
感
情
門
諺
。
墜

　
　
ε
昌
α
q
”
⇔
①
ヨ
q
昌
　
に
対
比
し
て
一
の
実
証
に
よ
っ
て
人
類
史
に
於
け
る
「
よ
り
善
へ
の
前
捌
ご
　
を
予
上
繭
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
晃
な
し
て
い
る
。
　
U
⑦
属

　
　
ω
霞
①
詳
島
興
哨
巴
（
巳
繊
8
謎
》
×
く
H
門
じ
弓
『
｝
魚
欝
鐸
m
島
①
ω
賦
曾
舞
の
㈹
9
①
諺
騨
ミ
～
Φ
魁
）
。

　
　
　
カ
ン
ト
は
此
岸
興
行
的
地
平
に
予
て
は
道
徳
に
留
り
つ
つ
、
彼
岸
幕
無
的
地
平
に
於
て
は
宗
教
へ
と
超
距
す
る
が
故
に
建
的
の
国
か
ら

　
　
恩
寵
の
国
お
α
q
欝
¢
難
α
q
鑓
ぼ
器
（
b
d
O
。
心
ω
）
へ
と
転
入
超
越
す
る
（
菊
。
。
H
）
。
然
も
こ
の
時
形
式
的
観
想
の
立
場
に
於
け
る
反
省
的
希
望
信

　
　
仰
と
表
面
消
極
的
に
の
み
風
定
さ
れ
る
内
実
を
形
成
す
る
も
の
は
か
の
悪
か
ら
善
へ
の
絶
薄
否
定
的
転
換
を
可
能
な
ら
し
め
る
実
践
理
性

　
　
（
そ
れ
は
説
明
の
地
平
で
は
も
は
や
な
く
、
唯
行
証
す
る
の
み
）
の
自
己
限
定
と
し
て
の
微
分
的
窟
覚
（
有
限
の
内
に
無
限
を
覚
得
す
る
）

　
　
に
他
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
反
省
的
判
断
力
に
と
っ
て
の
「
統
制
的
原
理
」
は
実
践
理
性
に
と
っ
て
即
成
的
内
在
的
と
な
る
が
故
に
（
唱
く

　
　
δ
舞
d
⑳
。
。
c
。
M
＜
撃
じ
弓
巨
・
簗
）
。
そ
れ
ゆ
え
意
志
の
自
律
の
主
体
は
少
な
く
と
も
そ
の
行
為
的
瞬
聞
に
あ
っ
て
は
と
d
輿
興
．
．
で
は
な
く
て

　
　
と
青
果
ゲ
、
．
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
積
分
的
反
省
よ
り
も
寧
ろ
微
分
的
自
覚
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
。
否
、
　
「
把
捉
」
と
言
う
も
言

　
　
い
す
ぎ
の
か
か
る
自
覚
内
在
化
が
瞬
閥
的
充
足
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
（
従
っ
て
永
遠
的
当
為
を
含
む
）
と
こ
ろ
に
人
閾
実
践
の
有
限

　
　
的
超
越
性
が
存
す
る
。
之
を
可
能
に
す
る
も
の
は
比
量
知
と
直
観
知
を
媒
介
す
る
「
微
分
知
」
に
他
な
ら
な
い
。
か
く
微
分
知
さ
れ
る
恩

　
　
寵
の
国
は
元
来
根
元
悪
へ
の
纏
綿
を
捨
象
さ
れ
、
最
高
善
の
理
想
を
供
与
さ
れ
た
る
完
全
な
道
徳
的
叡
知
的
世
界
と
し
て
理
性
的
存
在
者

　
　
の
自
律
の
聖
な
る
○
。
巷
霧
ヨ
遂
曽
鐸
露
で
あ
っ
た
（
こ
ご
　
c
o
G
o
①
～
O
Q
戯
O
）
。
最
高
善
に
し
ろ
目
的
の
国
に
し
ろ
「
定
書
的
命
法
が
普
還
的
に

　
　
遵
奉
さ
れ
る
時
」
（
O
O
ω
）
に
可
能
な
道
徳
的
自
己
の
理
想
郷
で
あ
る
。
従
っ
て
最
山
口
善
の
現
実
な
ら
ざ
る
抑
の
根
拠
は
各
人
が
悉
く
常

　
　
に
必
ず
し
も
法
興
に
服
せ
ぬ
為
に
徳
福
の
合
致
が
こ
の
世
界
に
重
て
不
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
然
る
に
他
方
根
元
悪
は
宗
教
的
自
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己
の
現
実
で
あ
っ
て
、
道
徳
実
践
主
体
の
最
高
善
の
現
実
な
ら
ざ
る
抑
の
根
源
に
他
な
ら
ぬ
．
か
く
て
人
間
を
実
践
主
体
の
媒
体
と
す
る

道
徳
は
そ
の
純
粋
な
先
天
性
、
価
値
（
法
則
、
善
）
の
故
に
人
間
の
有
す
る
経
験
性
、
反
価
値
（
幸
福
、
悪
）
を
彼
の
宗
教
的
三
位
に
於

て
浄
化
す
る
こ
と
（
最
高
善
、
根
元
悪
）
を
通
じ
て
法
を
実
現
せ
ん
と
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

皿
（
8
）
　
統
覚
は
「
意
識
の
単
な
る
形
式
」
（
》
ω
G
◎
N
）
、
　
「
そ
の
述
語
で
あ
る
思
考
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
、
蟻
独
に
は
辮
髪
の
概
念
も
持
ち
得
ぬ
思
考

　
　
の
超
越
論
的
業
体
即
ち
X
」
（
じ
⇔
瓜
O
藤
）
と
し
て
対
象
的
に
は
無
規
定
的
消
極
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
臨
ら
の
「
無
尽
蔵
性
の
無
限
性
偏
（
匡
魚
〔
刷
？

　
　
ヨ
切
語
ジ
ω
℃
O
p
同
罪
㊦
謬
馨
¢
雛
鳥
N
魚
蕪
〇
三
（
o
欝
卜
o
O
即
⑳
㊤
）
を
有
す
る
主
体
の
客
体
へ
の
積
極
的
限
定
作
用
を
示
す
。
○
Φ
昌
犀
。
⇔
の
ω
色
ぴ
。
。
白
房
臨
α
Q
岸
。
諦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
同
一
性
の
源
泉
は
冑
己
意
識
む
ご
。
≦
鎧
ゆ
宏
Φ
ぎ
で
あ
っ
て
認
識
陰
白
①
5
黛
⇔
誘
で
は
な
い
　
（
じ
づ
H
α
G
Q
＞
一
望
⊃
α
）
、
即
ち
あ
く
迄
ノ
エ
シ
ス
的
行
為
的

　
　
（
〔
一
①
巴
　
》
障
陸
煽
ω
》
　
H
O
ぴ
　
儀
Φ
P
障
①
“
　
じ
d
　
鼻
邸
も
Q
　
諺
昌
鷹
P
’
）
に
の
み
有
意
義
で
あ
る
が
故
に
、
結
局
「
爽
践
的
葭
己
意
識
」
（
譲
虫
笛
。
・
o
Φ
け
ダ
。
や
。
費
導
b
O
銀
）
と

　
　
し
て
の
み
把
捉
さ
れ
得
る
（
～
N
α
q
一
．
H
W
　
窃
刈
駆
め
　
閃
山
竃
　
り
O
｛
）
。
主
体
的
に
は
自
己
葱
識
（
思
惟
と
当
為
）
を
、
客
体
的
に
は
「
体
系
の
全
構
築
の
要
石
」

　
　
（
℃
＜
。
。
｛
）
た
る
麹
由
の
概
念
を
夫
々
契
機
と
し
て
理
論
理
性
か
ら
実
践
理
牲
へ
と
転
ず
る
が
故
に
「
道
徳
的
意
識
の
観
念
論
」
と
し
て
の
み
意
識
一

　
　
般
の
観
念
論
が
完
遂
さ
れ
得
る
（
閑
擁
。
謬
①
び
く
o
p
麟
餌
怨
露
ω
頃
。
σ
q
①
一
口
㊤
卜
⊃
昌
”
じ
ご
獅
押
δ
G
。
）
。

　
（
9
）
　
従
っ
て
カ
ン
ト
は
悪
の
根
拠
を
虚
無
（
竃
コ
窪
簗
）
、
　
被
造
物
の
制
限
の
内
に
求
め
る
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
（
O
ぴ
o
o
¢
屋
（
δ
鎮
①
寅
℃
げ
鴇
臨
ρ
β
ρ

　
　
×
×
×
）
を
道
徳
に
と
っ
て
乏
き
に
な
る
と
論
難
す
る
（
屑
盛
竃
H
同
O
｛
）
。
併
し
そ
れ
は
主
意
主
義
的
二
元
論
者
と
主
知
主
義
的
存
在
論
的
＝
兀
論
者

　
　
と
の
相
違
で
あ
っ
て
カ
ン
ト
の
優
位
に
は
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
前
者
は
入
間
が
無
垢
冨
ぎ
箒
o
c
o
H
9
8
を
喪
黒
し
、
穣
罪
が
精
神
㌶
妙
ヨ
。
を
支
配

　
　
す
る
行
為
を
、
後
者
は
全
被
造
物
の
生
得
的
根
源
的
翻
限
乃
蓋
不
完
全
性
賃
灘
①
臣
ヨ
騨
灘
崎
。
⇔
o
隅
隅
鑓
娼
の
焦
①
o
凱
。
⇒
な
る
事
態
を
夫
々
重
思
索
す
る

　
　
が
故
に
。

　
（
1
0
）
　
ω
o
げ
色
財
昌
σ
q
u
幽
¢
ω
芝
①
器
霞
（
刷
Φ
増
旨
。
葛
。
肛
ざ
財
⑦
旨
閃
器
疑
鉱
け
”
曵
O
～
お
り
く
白
雲
α
q
ピ
．
ω
o
財
≦
餌
昌
♪
譲
魚
鳥
①
窪
Q
α
q
Φ
さ
く
。
疑
ぞ
く
①
ω
①
群
氏
①
硫
Ω
琵
昌
鋤
Φ
。
。
”

　
　
α
Q
◎
”
＜
諺
鼠
講
く
響
。
江
。
ズ
♂
し
。
富
巴
ヨ
鋤
昌
戸
　
こ
こ
で
勿
論
、
細
田
を
善
悪
の
根
拠
と
解
す
る
カ
ン
ト
、
　
シ
ェ
リ
ン
グ
と
現
有
の
超
越
（
↓
鎚
謎
ω
N
①
午

　
　
篇
㊦
震
血
の
。
。
U
器
鉱
口
。
。
）
に
看
得
す
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
絹
違
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
ま
れ
カ
ン
ト
は
宗
教
論
に
先
立
っ
て
責
任
帰
属
の
判
定
根
拠

　
　
と
し
て
悪
へ
の
肉
由
を
看
取
し
て
い
た
（
ゆ
q
Q
O
鄭
⊃
～
伊
℃
＜
H
頃
～
に
①
）
。
併
し
「
如
何
に
し
て
善
を
為
す
べ
き
か
扁
の
葭
律
倫
理
に
よ
っ
て
は
悪

　
　
へ
の
自
由
は
門
中
断
す
べ
、
き
肉
由
扁
た
る
に
留
ま
り
、
　
「
為
す
べ
き
善
が
何
故
に
為
し
得
ぎ
る
か
」
を
反
省
自
問
す
べ
き
睡
中
的
次
元
に
於
け
る
悪

　
　
へ
の
積
極
的
自
由
は
解
明
さ
れ
得
ぬ
。
従
っ
て
そ
れ
は
「
高
次
の
自
由
」
の
問
題
と
し
て
『
宗
教
論
』
に
於
て
の
み
よ
く
究
明
さ
れ
得
た
が
、
だ
か
ら

　
　
と
雷
っ
て
そ
れ
が
『
批
判
』
的
観
念
論
の
所
論
と
抵
触
す
る
と
言
う
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
i
（
○
冨
ガ
①
嬬
σ
q
δ
諺
娼
窪
｝
o
。
。
o
弓
ぴ
δ
囚
口
窄
、
ω
〔
H
c
。
Φ
⑩
〕
”
N
≦
－

哲
学
研
究
　
第
五
誓
十
号

六
九
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批
界
概
念
の
哲
学

七
〇

　
①
開
Φ
脱
↓
臨
一
＝
）
霧
．
誤
～
§
O
）
は
彼
特
有
の
「
神
経
質
す
ぎ
る
見
解
」
に
焔
っ
て
い
る
（
8
肖
。
巴
訪
。
互
O
霧
麟
囲
ω
δ
ユ
ω
。
ゲ
①
冨
囚
減
甲
錺
力
9
凝
陣
。
昌
の
－

　
℃
置
δ
ω
◎
覧
鼠
①
口
⑩
O
直
冒
卜
⊃
O
）
。
両
者
が
⇔
¢
同
窮
轟
謬
ω
漕
瓢
蛇
口
餌
偉
。
。
o
＝
。
。
け
な
る
法
の
至
上
命
令
を
ア
ル
キ
メ
デ
ス
的
不
動
の
定
点
と
し
て
寧
ろ
善

　
尾
一
貫
し
て
い
る
（
む
d
Φ
o
『
o
ワ
畠
∬
笛
8
～
窃
）
と
こ
ろ
に
カ
ン
ト
藩
論
の
囲
的
論
的
楽
天
性
が
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
（
1
7
）
（
1
8
）
参
照
）

（
1
1
）
　
薫
田
評
P
吋
は
客
体
産
出
へ
向
か
う
（
謡
び
。
醇
霧
℃
ゲ
鋤
①
昌
o
B
⑦
β
o
博
）
行
為
能
力
で
あ
り
、
≦
瀧
①
は
芝
陣
田
a
目
に
法
則
を
与
え
（
憎
昌
。
鑑
ヨ
①
昌
。
昌
）
、

　
之
を
行
為
へ
と
限
定
す
る
（
ζ
o
紳
P
3
ω
G
誌
ぬ
◆
じ
d
o
o
ぎ
。
や
。
圃
f
瞬
P
ミ
刈
～
日
○
。
9
目
潔
～
卜
。
O
c
。
）
。
と
は
難
も
両
者
の
異
同
を
明
示
せ
ん
と
し
た

　
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
に
於
て
き
え
カ
ン
ト
は
充
分
成
功
し
て
い
な
い
（
ご
d
①
o
ぎ
◎
℃
’
9
計
ミ
相
）
。
小
論
で
は
藍
島
ぞ
臼
げ
爵
び
意
志
≦
崔
①
と
一

　
樹
ハ
的
に
使
い
分
け
た
。

（
1
2
）
　
従
っ
て
カ
ン
ト
は
櫃
約
聖
旨
、
創
枇
記
の
極
め
て
奔
放
な
哲
学
的
解
釈
（
詩
集
B
鋤
ゆ
罵
。
渉
①
巴
》
轡
貯
轟
面
島
Φ
同
竃
①
⇔
ω
o
ぴ
①
鐸
⑳
窃
。
賦
。
馨
P
隈
δ
貯
①
円
。

　
Q
っ
。
｝
三
津
Φ
ロ
N
霞
○
霧
。
賦
9
一
田
覚
造
。
。
。
o
℃
霧
Φ
G
ミ
～
蟄
）
に
於
て
本
能
の
ま
ま
な
る
エ
デ
ン
の
園
か
ら
の
追
放
の
因
た
る
、
神
的
禁
令
に
背
き
し
こ

　
と
を
歴
交
に
於
け
る
人
聞
的
自
由
の
覚
醒
と
解
す
る
一
「
虞
然
の
歴
史
は
善
よ
り
始
ま
る
、
神
の
業
な
る
が
故
に
。
虞
由
の
歴
史
は
悪
よ
り
始
ま

　
る
、
人
聞
の
業
な
る
が
故
に
扁
（
◎
唱
■
o
鈎
》
窃
①
）
。
即
ち
、
正
心
は
江
田
に
よ
っ
て
法
に
背
く
と
隅
時
に
尚
元
の
完
全
服
従
に
憧
れ
る
と
い
う
矛
盾
的

　
帰
郷
的
道
程
の
途
上
に
あ
る
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
か
く
て
宗
教
的
に
は
、
叡
知
的
性
格
6
げ
貧
乏
簿
興
は
経
験
的
牲
格
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
常
に
悪
と
な
る
（
刃
ω
り
）
。
併
し
行
為
判
定
的
に
は
あ

　
く
迄
後
者
の
善
悪
に
応
じ
て
前
者
の
善
悪
が
類
推
思
惟
さ
れ
る
（
b
ご
　
q
⑰
c
G
”
　
O
G
Q
戯
）
。
即
ち
、
　
カ
ン
ト
は
現
在
の
実
践
的
隈
定
に
於
て
既
有
的
生
得
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
二
。
ロ
σ
q
①
ぴ
。
器
p
絶
対
悪
を
脱
却
し
、
将
来
的
翌
朝
的
鍵
≦
o
霧
。
β
絶
対
量
を
実
現
す
べ
き
か
の
如
く
に
格
率
計
画
を
な
す
翻
意
の
悪
癖
の
前
提
か
ら
始

　
め
る
ζ
o
恒
等
。
｝
6
》
。
・
冨
瓢
汀
を
採
用
す
る
（
即
¢
n
①
ζ
魚
孚
昏
ω
．
”
ω
し
月
O
鈴
㈱
α
も
。
）
。
門
未
だ
何
も
生
じ
な
か
っ
た
か
の
如
く
に
新
規
定
が
生
ず
る
」

　
（
寓
①
賦
①
ヨ
窪
ジ
8
．
。
F
鱒
。
。
込
。
）
実
践
的
自
己
に
於
て
は
「
時
聞
性
は
銀
将
的
に
は
将
来
か
ら
時
熟
す
る
」
（
ω
Φ
ぎ
鐸
N
⑦
ぎ
×
》
臨
・
も
。
ω
ピ
m
①
α
）
。

　
然
る
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
カ
ン
ト
の
如
き
時
聞
論
（
時
間
を
藍
隈
量
と
し
て
計
算
化
、
水
平
化
す
る
）
を
通
俗
的
時
問
概
念
（
伽
G
。
H
）
と
し
て
所
謂

　
「
ひ
と
」
た
る
こ
と
を
突
破
し
て
本
来
的
富
己
の
「
先
駆
的
覚
悟
性
」
に
基
づ
く
「
脱
嶽
的
地
平
的
①
訴
叶
簿
冨
。
『
7
0
凱
N
o
導
巴
時
間
牲
扁
の
本
来
的

　
時
熱
（
N
㊦
鉱
熱
血
σ
q
）
と
峻
溺
す
る
が
、
そ
の
批
難
は
理
論
認
識
に
は
妥
当
し
て
も
（
カ
ン
ト
霞
身
も
自
由
を
対
象
的
分
析
論
理
的
に
把
え
ん
と
す
る

　
立
場
を
残
し
て
い
る
、
じ
σ
窃
Q
Q
窃
め
唱
く
α
誠
）
、
実
践
的
霞
覚
的
に
は
曝
者
は
極
め
て
近
い
（
ω
o
桟
α
q
ρ
良
心
、
尊
敬
等
の
分
析
参
照
）
。

（
1
4
）
　
か
か
る
良
心
の
弁
証
性
は
一
コ
兀
対
立
を
超
え
て
三
分
法
8
誌
。
プ
。
ε
ヨ
冨
即
ち
自
身
を
臨
ら
訴
へ
、
弁
明
し
、
裁
く
内
的
法
廷
（
原
告
・
被
告
・

　
悪
戦
官
）
の
意
識
を
生
ぜ
し
め
る
（
話
説
鈴
（
ピ
ψ
”
㈱
H
⊆
Q
”
邸
G
。
り
～
恥
。
Φ
G
。
「
閃
N
O
り
～
b
◇
ヨ
）
こ
の
良
心
の
自
立
霞
足
性
は
意
志
の
自
律
性
の
保
誠
で
あ

　
っ
て
、
正
に
「
道
徳
性
一
般
及
び
そ
の
事
実
的
に
可
能
な
諮
形
態
へ
の
可
能
性
の
実
存
論
的
論
纂
」
で
あ
る
（
ω
o
ヨ
鐸
N
Φ
び
ト
O
G
。
①
）
。
而
し
て
吾
々



　
　
は
実
践
的
境
位
に
於
て
、
善
悪
の
矛
盾
的
二
元
対
立
或
い
は
善
或
い
は
悪
の
端
的
な
一
か
の
鼎
三
鼎
形
態
を
有
つ
。
畢
欲
し
て
カ
ン
ト
の
思
惟
は

　　

@「
ﾓ
・
蓋
｛
（
を
じ
・
嘱
率
辮
・
σ
、
｝
切
、
柱
6
9
。
漕
－
・
毒
崖
下
・
か
姦
愈
梁
誹
肇
以
・
欝
か
れ
・
い
・
．
・
れ
・

　
　
　
「
　
契
機
を
確
立
し
て
そ
こ
か
ら
直
ち
に
他
へ
移
っ
て
前
者
を
排
す
る
漏
如
き
偽
装
く
錠
韓
Φ
臣
毒
α
q
（
麟
Φ
σ
q
Φ
γ
℃
ゲ
ぎ
。
資
Φ
p
g
o
σ
q
δ
島
①
ω
O
①
博
。
。
8
ω
”

　
　
亟
G
。
戯
）
と
は
一
概
に
難
じ
得
ぬ
。
事
態
究
明
の
形
筑
的
不
整
倉
は
彼
々
内
容
的
深
旨
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
≦
陣
嬬
犀
旨
の
弁
証
法
的
解
釈
に
つ

　
　
い
て
は
野
田
先
生
「
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
」
（
『
啓
蒙
思
想
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
み
す
ず
書
置
刊
二
二
九
～
工
三
一
頁
、
哲
学
研
究
　
二
〇
号
）
参
照
。

W
（
1
5
）
　
カ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
論
は
啓
蒙
的
人
間
観
か
ら
浪
漫
的
神
観
へ
の
移
行
を
形
成
し
て
い
る
（
鼠
■
芝
¢
p
無
》
今
節
馨
丁
丁
竃
①
雷
唱
げ
団
ω
斧
Φ
吋

　
　
〔
陪
8
畠
ま
刈
）
。
従
っ
て
匂
窃
霧
○
ぴ
は
。
・
貯
肋
の
名
を
避
け
て
○
り
。
げ
這
O
◎
慧
Φ
。
。
順
ど
㊦
｝
ζ
興
篇
Φ
肋
食
毒
濤
m
Φ
岳
を
多
用
し
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
や
マ
ル
ブ
ラ

　
　
ン
シ
ュ
の
考
え
に
近
い
と
書
わ
れ
る
（
O
o
げ
①
P
囚
節
算
ω
b
U
Φ
σ
q
三
口
幽
鎧
p
α
q
口
語
閃
鯖
節
〔
お
目
O
冒
麟
》
q
簿
心
①
無
）
。
さ
り
と
て
キ
リ
ス
ト
は
法
体

　
　
現
の
理
想
的
典
型
に
留
ま
り
、
命
令
者
で
は
な
く
て
、
　
「
人
類
の
友
」
に
他
な
ら
な
い
（
U
霧
尊
肖
昌
岱
①
箋
費
○
ぼ
σ
Q
ρ
⑩
9
「
処
女
懐
胎
偏
論
参
照

　
　
菊
○
◎
鼠
諺
嵩
ヨ
「
）
。

第
三
章
　
道
徳
と
宗
教

V
　
自
的
概
念
の
導
入

315

　
「
汝
の
意
志
の
格
率
が
常
に
同
時
に
普
遍
的
立
法
の
原
理
と
し
て
妥
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
行
為
せ
よ
㎏
β
（
耀
く
。
。
①
）
な
る

「
純
粋
実
践
理
性
の
根
本
法
則
」
は
先
天
的
綜
合
命
題
と
し
て
「
最
も
不
敵
な
無
法
老
」
（
℃
＜
Φ
。
。
）
を
も
翻
然
た
ら
し
め
る
程
そ
れ
霞
身

で
充
足
的
で
あ
っ
て
、
「
神
の
意
志
」
で
さ
え
そ
の
規
定
根
拠
を
他
律
化
す
る
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
（
燭
く
　
心
G
o
頃
”
（
｝
①
①
）
。
即
ち
「
道

徳
は
そ
れ
が
宙
晦
な
そ
れ
故
に
自
己
自
ら
を
自
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
無
心
約
的
法
期
に
結
含
す
る
存
在
者
と
し
て
の
藩
閥
の
概
念
に
基
づ

く
限
り
、
入
間
の
義
務
を
認
識
す
る
為
に
人
間
以
外
の
他
の
存
在
者
の
理
念
を
必
要
と
せ
ず
、
そ
の
義
務
を
遵
奉
す
る
為
に
法
則
自
体
以

外
の
如
何
な
る
動
機
を
も
必
要
と
し
な
い
」
（
圃
Q
◎
）
。
然
る
に
「
と
に
か
く
世
界
の
中
の
ど
こ
に
も
、
全
く
の
処
、
世
界
の
外
に
も
、
善

哲
学
研
究
　
第
五
薫
十
号

七
一
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世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

意
志
以
外
に
は
無
制
約
的
に
善
な
る
も
の
と
見
な
さ
れ
得
る
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
」
（
O
H
o
）
カ
ン
ト
に
於
て
は
、
道
徳
は
自
ら
の
純

粋
性
の
根
本
的
先
条
件
と
し
て
善
意
志
の
純
粋
膚
己
限
定
た
る
霞
律
を
要
請
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
従
っ
て
人
間
が
単
に
善
意
志
の
主
体
で
あ

る
時
に
は
そ
の
実
践
は
道
徳
の
み
で
円
成
す
る
筈
で
あ
る
。
　
（
然
る
時
に
は
道
徳
の
問
題
さ
え
生
じ
得
ぬ
。
却
っ
て
人
間
が
道
徳
的
に
不

完
全
で
あ
る
所
に
正
に
宗
教
の
問
題
が
不
可
避
的
に
存
在
す
る
筈
で
あ
る
）
。
こ
こ
に
明
ら
か
に
善
意
志
を
実
践
主
体
の
理
想
と
す
る
道

徳
そ
れ
自
身
の
地
平
（
為
善
）
と
之
を
実
践
す
る
人
間
主
体
の
現
実
栢
（
為
善
、
為
悪
）
と
の
二
実
践
境
位
の
異
岡
が
霜
得
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
道
徳
は
「
自
分
自
ら
の
為
に
（
客
体
的
に
薯
。
同
冨
昌
に
関
し
て
も
主
体
的
に
囚
α
質
四
望
に
関
し
て
も
）
決
し
て
宗
教
を
必
要
と

せ
ず
純
粋
実
践
理
性
に
よ
っ
て
霜
足
し
て
い
る
」
（
影
G
o
）
。
従
っ
て
「
道
徳
は
義
務
が
問
題
で
あ
る
場
合
に
は
全
目
的
を
捨
象
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
で
き
る
し
、
す
べ
き
な
の
で
あ
る
」
（
舛
A
）
。

　
然
る
に
第
二
の
見
地
に
於
て
は
「
全
て
の
醒
的
関
係
な
し
に
は
如
何
な
る
意
志
規
定
も
人
聞
に
於
て
は
生
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

（
力
膳
）
、
従
っ
て
意
志
を
「
匿
的
の
能
力
」
（
煩
く
＄
）
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
「
常
に
窯
簿
記
震
≦
①
。
｝
（
の
連
鎖
の
一

項
に
す
ぎ
ぬ
」
（
¢
鱒
⑩
ゆ
）
人
間
は
道
徳
に
よ
っ
て
感
性
的
慮
然
か
ら
超
越
せ
る
理
性
的
自
由
主
体
を
再
び
霞
然
の
内
に
還
帰
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
こ
そ
「
道
徳
的
生
は
本
質
的
に
は
自
然
的
生
の
否
定
を
通
じ
て
の
そ
の
再
構
生
な
の
で
あ
る
」
　
（
鍔
9
論
罪

6
冨
9
三
。
亀
℃
謹
。
。
。
。
翠
蔓
鼠
寮
摸
〔
H
㊤
O
り
〕
”
＜
。
網
戸
ド
。
。
。
。
）
。
人
聞
は
普
遍
に
よ
っ
て
良
己
存
在
の
意
味
を
有
つ
と
同
時
に
個
別
と
し

て
具
体
的
特
殊
的
場
に
働
く
歴
史
的
現
存
在
で
あ
る
。
そ
の
存
在
に
関
し
て
》
名
O
N
～
馨
①
ヨ
汐
｛
ぎ
Φ
ヨ
《
と
耀
い
能
わ
ぬ
道
徳
性
の
主

体
た
る
人
間
に
於
て
は
直
ち
に
手
段
欝
的
系
列
の
連
鎖
は
停
止
し
、
端
的
に
無
制
約
的
な
る
独
立
自
存
の
ω
o
庁
の
言
≦
の
舞
と
し
て
の
人
間

は
よ
く
創
造
の
究
極
唇
熱
型
コ
山
N
甫
①
o
押
餌
巽
ω
o
ゲ
α
軍
議
置
σ
q
と
な
り
得
た
（
¢
吻
○
。
舎
G
。
Φ
）
。
か
か
る
自
然
超
越
的
究
極
雇
的
の
制
約
下
に
始

め
て
可
能
と
な
る
自
然
内
在
的
「
最
終
些
事
血
世
一
舞
§
Φ
N
毒
①
。
犀
」
た
る
「
丈
化
」
産
出
の
主
体
と
し
て
の
み
人
間
は
「
自
然
の
冠
た
る

君
主
」
と
な
り
能
う
（
㈱
。
。
b
。
》
。
。
G
。
）
。
純
粋
に
縞
神
的
で
な
く
、
身
心
網
関
的
人
間
存
在
に
於
て
は
矛
盾
的
二
対
立
項
の
調
和
的
接
点
が
必

要
不
可
欠
と
な
る
。
こ
こ
に
「
全
行
為
の
為
に
法
則
の
他
に
ま
だ
一
つ
の
罎
的
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
人
間
の
2
魯
霞
臨
α
q
①
霧
畠
・
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⇔
即
」
（
菊
Q
。
諺
写
影
）
が
着
得
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
毒
同
党
（
貯
に
と
っ
て
目
的
な
し
に
も
「
そ
れ
が
如
何
に
作
用
す
べ
き
か
（
毒
δ
臨
Φ

N
離
≦
心
心
⑦
誹
げ
9
こ
び
①
）
」
は
指
示
さ
れ
る
が
、
「
何
処
に
向
か
っ
て
（
≦
○
ゲ
ぎ
）
作
用
す
べ
き
か
扁
は
示
さ
れ
ぬ
。
即
ち
「
道
徳
に
と
っ
て
馬
貯

象
Φ
竃
○
屋
ご
成
程
正
し
く
行
為
す
る
為
に
は
何
ら
目
的
を
必
要
と
せ
ず
、
歪
軸
の
使
用
一
般
の
形
式
的
調
約
た
る
法
則
だ
け
で
充
分
で

あ
る
。
併
し
「
道
徳
か
ら
⇔
二
。
。
海
亀
］
≦
o
猿
ご
　
｝
匿
的
が
出
来
す
る
、
　
な
ぜ
な
ら
「
一
体
全
体
何
が
こ
の
吾
々
の
正
行
為
か
ら
出
来
す

る
か
」
或
い
は
「
吾
々
の
行
動
の
一
目
的
と
し
て
少
な
く
と
も
之
と
合
致
す
る
為
に
は
何
に
注
目
し
（
ノ
＜
O
同
節
煽
｛
　
触
圃
O
ゲ
叶
Φ
⇔
）
得
る
の
か
」
と

い
う
問
題
は
吾
々
に
と
っ
て
無
関
心
で
は
あ
り
得
ぬ
（
菊
α
）
。
か
か
る
目
的
（
津
溢
貯
8
器
①
ρ
器
鐸
一
轍
ヨ
〈
の
蝕
①
霧
）
は
、
遂
行
に
於

て
は
（
器
莞
ω
①
喩
①
。
臨
く
。
）
勿
論
最
終
の
も
の
で
あ
る
が
、
表
象
と
意
図
に
於
て
は
（
戸
ゆ
舞
瀞
）
最
初
の
も
の
で
あ
る
（
犀
。
。
》
昌
ヨ
．
）
。

こ
の
反
省
判
断
力
の
推
論
は
因
果
律
的
な
多
相
互
の
相
対
的
必
然
性
を
決
定
す
る
よ
り
も
、
一
多
の
無
制
約
的
必
然
性
（
横
連
関
を
超
越

す
る
縦
連
関
）
を
定
立
す
る
「
根
拠
律
ω
簿
N
〈
o
δ
○
籍
⇔
幽
」
の
使
賃
に
他
な
ら
ぬ
（
諸
．
毒
¢
鐸
臼
”
o
や
明
け
G
命
獄
M
一
E
参
照
）
。

　
こ
こ
に
匿
穴
概
念
は
二
様
に
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
結
果
を
起
こ
す
主
観
的
実
質
的
相
対
的
饅
和
で
あ
り
、
第
二
は
自
立
的
な
客
観
的

形
式
的
絶
澱
的
目
的
で
あ
る
（
○
㎝
9
㎝
食
①
O
｛
）
。
然
る
に
コ
切
の
相
対
的
唐
事
は
仮
言
的
命
法
の
根
拠
に
す
ぎ
ぬ
」
（
O
頓
O
）
、
総
じ
て

仮
言
言
法
は
結
局
膚
愛
の
原
理
に
還
元
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
排
さ
れ
る
（
O
c
。
①
）
。
併
し
乍
ら
人
間
は
何
人
と
雛
も
幸
福
を
自
己
の

最
終
目
的
乃
至
主
観
的
究
極
目
的
と
し
て
「
持
っ
て
い
る
」
こ
と
は
否
認
で
き
ぬ
（
¢
　
G
O
O
窃
h
　
》
露
鷺
p
こ
　
男
　
臼
　
跨
拶
ヨ
G
　
／
N
α
q
一
’
　
℃
ノ
、
　
H
O
“
ゑ
）
。

然
る
に
カ
ン
ト
の
求
め
る
幸
福
と
は
「
鼠
的
屋
体
と
し
て
世
界
に
於
け
る
人
格
一
般
を
見
な
す
公
平
な
る
理
性
の
判
断
に
於
て
」
（
℃
＜

冨
。
。
）
要
求
さ
れ
る
「
持
つ
べ
き
目
的
」
即
ち
「
単
な
る
理
性
に
よ
っ
て
か
か
る
羅
的
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
客
観
的
饅
的
」
で
あ
る
（
男
刈

＞
p
巳
．
）
。
そ
れ
は
「
無
私
無
欲
の
意
志
」
（
¢
び
2
岱
露
○
。
ヨ
。
陣
諺
箕
g
ダ
刈
α
｝
雄
彰
）
を
以
て
「
死
後
の
名
誉
の
幻
影
を
さ
え
顧
慮
せ
ず

に
」
（
ゆ
蒔
悼
㎝
h
）
大
義
名
分
的
法
に
殉
ず
る
こ
と
に
於
て
与
る
「
道
徳
的
幸
福
」
（
菊
刈
H
）
に
他
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
有
限
性
か
ら
の
突
破
と

無
限
性
へ
の
進
　
歩
の
特
に
現
成
す
る
両
者
の
宗
教
的
接
点
が
あ
る
。
従
っ
て
最
高
善
は
最
上
善
（
ω
黄
点
縁
①
昌
P
¢
雷
P
）
で
な
く
て
、
人
閥
に

於
け
る
「
自
然
の
合
目
的
性
と
自
由
か
ら
の
合
藏
的
性
と
の
結
合
に
対
し
て
客
観
的
実
践
的
実
在
性
」
（
即
①
）
を
賦
与
し
得
る
完
成
善

　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
十
暑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三



　
　
　
　
　
　
世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
匹

18
3
　
（
O
O
⇔
ω
決
裁
ヨ
効
け
露
塵
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
幸
福
は
「
構
想
力
」
を
含
む
人
間
理
性
の
「
理
想
偏
で
あ
る
（
O
G
。
⑩
）
が
故
に
、
「
倫

　
　
理
的
関
心
を
弱
め
る
」
（
O
O
げ
Φ
質
り
　
渓
9
こ
欝
肖
ψ
　
じ
d
①
的
戦
鉢
嵩
山
信
P
磯
　
島
①
肖
　
国
国
び
一
澤
》
　
G
O
窃
Q
◎
）
よ
り
も
寧
ろ
逆
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
最
高
善
は
徳
器
の
単
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
同
一
的
な
分
析
的
統
一
に
基
づ
き
得
ぬ
は
当
然
と
し
て
も
、
因
果
的
信
賞
必
罰
的
な
綜
合
的
統
一
の
根
底
に
は
超
m
囚
果
的
超
比
例
的
な

　
　
「
弁
証
法
的
統
＝
が
存
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
的
反
省
に
於
け
る
種
々
の
徳
は
努
力
の
瞬
間
に
現
前
す
る
神
的
直
観
に
於
け

　
　
る
「
唯
一
の
徳
」
に
無
限
化
さ
れ
、
神
的
祝
福
に
量
的
差
異
は
有
り
得
ぬ
が
故
に
（
鎖
。
σ
Q
鼻
℃
｝
蚤
8
ヨ
9
。
ざ
α
q
一
。
冷
ψ
○
Φ
馨
①
。
・
”
冨
「
b
d
導
●
”

　
　
蕊
¢
）
。
「
一
切
の
も
の
は
最
も
崇
高
な
も
の
で
も
人
間
の
手
の
下
で
は
縷
小
化
さ
れ
る
」
（
夘
G
Q
）
こ
と
を
恐
れ
た
カ
ン
ト
は
歴
史
的
対
象

　
　
的
合
目
的
性
と
し
て
の
積
分
的
反
省
（
努
ヵ
の
後
、
人
格
の
永
続
、
漸
次
的
改
良
等
々
）
に
積
極
的
に
し
て
あ
く
ま
で
人
間
を
有
限
的
此
岸
性

　
　
に
留
ま
ら
し
め
た
結
果
、
超
時
間
的
主
体
的
地
平
と
し
て
の
宗
教
本
来
の
微
分
的
自
覚
（
瞬
間
的
充
足
、
人
格
の
不
生
不
滅
、
、
5
術
の
革
命
等

　
　
等
）
の
闘
朗
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。

W
　
自
的
の
国
と
神
の
國
（
刃
Φ
こ
μ
鳥
鶏
N
毛
①
象
ρ
多
O
o
侍
什
Φ
ω
）

　
と
ま
れ
「
宗
教
と
は
（
主
体
的
に
見
て
）
全
て
の
吾
々
の
義
務
を
神
的
命
令
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
カ
ミ
ρ
＜
σ
q
ピ
℃
＜

置
○
。
ヒ
。
。
宅
）
。
道
徳
的
最
高
元
首
と
し
て
の
神
が
支
配
す
る
（
＜
σ
q
一
’
唱
く
嵩
O
h
諺
昌
讐
．
）
理
性
的
存
在
者
一
般
の
実
践
的
共
同
体
が
国

守
①
搾
げ
に
他
な
ら
な
い
。
先
ず
「
目
的
の
国
」
に
関
し
て
は
「
理
性
的
な
存
在
老
は
法
則
に
服
従
し
て
い
る
限
り
こ
の
国
の
成
員
9
δ
匹

で
あ
る
」
の
み
な
ら
ず
、
若
し
彼
が
「
他
者
の
意
志
に
服
従
し
て
い
な
い
な
ら
ば
元
首
○
び
Φ
浮
素
立
と
し
て
そ
の
国
に
属
す
る
」
（
○
零
）
。

然
る
に
吾
々
は
「
人
倫
の
国
男
．
匹
Φ
H
ω
盛
土
①
旨
の
立
法
的
成
員
で
は
あ
る
が
、
而
も
同
時
に
そ
の
国
の
臣
民
d
旨
霞
欝
欝
で
あ
っ
て
、

元
首
で
は
な
い
」
（
℃
＜
8
｛
）
。
か
く
て
人
問
か
ら
神
へ
の
権
利
の
移
行
、
即
ち
人
間
に
よ
る
「
神
の
国
」
へ
の
否
定
的
超
越
は
「
神
的
命

令
下
の
民
即
ち
神
の
民
Φ
羨
く
○
澤
O
o
馨
疑
し
と
し
て
の
「
倫
理
的
公
共
体
心
ぽ
ω
o
ザ
①
ω
σ
q
Φ
ヨ
①
営
窃
名
窃
Φ
づ
」
に
於
て
決
定
釣
と
な
る



　
　
（
知
同
O
刈
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
先
ず
目
的
の
国
と
は
入
間
の
外
的
内
的
自
然
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
傾
向
性
）
か
ら
独
立
し
、
そ
れ
へ
と
自
己
限
定
す
る
人
間
意
志
の
端
的

　
　
な
直
接
性
に
着
高
し
た
時
可
能
な
共
同
体
で
あ
る
（
＜
的
一
■
　
○
　
①
O
　
》
⇔
ヨ
■
）
。
之
に
脆
し
て
神
の
国
と
は
前
者
を
必
要
条
件
と
し
て
反
省
形

　
　
成
さ
れ
る
自
由
の
真
実
に
属
す
る
超
感
性
界
そ
の
も
の
で
あ
る
。
困
み
に
「
普
遍
的
原
存
在
者
と
し
て
の
神
は
実
体
の
存
在
の
原
因
で
あ

　
　
る
」
（
℃
＜
置
刈
）
と
言
う
晴
に
は
か
か
る
存
在
者
の
「
創
造
は
物
自
体
の
創
造
で
あ
る
」
（
℃
＜
に
。
。
こ
》
鷲
2
銭
。
の
呂
ω
窮
⇒
陣
重
器
Φ
。
・
け
9
＄
自
。
．
．
”

　
　
¢
。
。
b
。
O
）
が
故
に
「
感
覚
的
存
在
に
関
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
（
℃
＜
江
O
）
。
故
に
神
の
国
は
目
的
の
国
よ
り
高
次
の
超
自
律
的
地
平
に
他

　
　
な
ら
ぬ
（
○
。
冨
p
8
含
。
三
ミ
ρ
＜
σ
q
剛
●
。
。
①
。
。
）
。
か
く
て
成
程
現
象
界
か
ら
自
由
超
越
す
る
時
に
成
立
す
る
「
呂
的
の
秩
序
に
於
て
は
人

　
　
間
は
目
的
自
体
で
あ
る
、
歳
時
に
目
的
で
あ
る
こ
と
な
し
に
は
誰
か
ら
も
（
神
に
よ
っ
て
さ
え
）
単
に
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
得
ぬ
」

　
　
（
唱
く
δ
ド
）
に
も
拘
ら
ず
、
『
善
き
業
に
熱
心
な
る
』
神
の
民
は
自
己
自
身
を
「
立
法
的
と
見
な
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
」
（
カ
ド
◎
①
）
、
従
っ
て

　
　
「
事
実
入
間
が
神
の
醐
を
創
設
す
べ
き
だ
と
言
う
の
は
矛
属
し
た
表
現
で
あ
る
、
…
…
三
重
身
が
そ
の
国
の
創
始
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
ぬ
」
（
鑓
H
①
o
。
）
。
目
的
論
的
反
省
の
頂
点
と
し
て
の
創
造
に
覧
て
は
ヌ
ー
メ
ノ
ン
と
し
て
の
人
間
は
そ
の
道
徳
的
行
為
に
よ
っ
て
「
よ
り

　
　
高
き
目
的
連
関
」
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
（
鍔
ぞ
諺
黛
》
8
●
簿
．
》
ω
①
○
。
）
。
か
か
る
高
連
関
こ
そ
宗
教
希
望
信
仰
の

　
　
内
実
た
る
か
の
恩
寵
の
国
に
他
な
ら
な
い
（
二
W
参
照
）
。
そ
れ
は
可
能
即
現
実
、
理
論
輝
実
践
、
ω
o
ぽ
p
即
ω
①
ぎ
の
矛
盾
者
の
調
和
す
る

　
　
絶
対
的
同
一
性
の
地
平
で
あ
り
（
唱
く
置
。
。
し
Φ
メ
¢
伽
ま
）
、
人
間
実
践
を
介
し
て
僅
か
に
微
分
的
に
覚
触
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
故
に

　
　
行
Ω
邉
徳
）
は
常
に
終
り
な
く
始
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
逆
に
儒
（
宗
教
）
は
常
に
終
末
的
で
あ
っ
て
何
時
始
ま
る
も
の
で
も
な
い
、
人
間

　
　
に
と
っ
て
恰
か
も
儒
は
行
に
よ
っ
て
始
ま
る
か
の
如
く
見
ゆ
る
も
実
は
無
始
劫
来
不
変
的
に
有
る
も
の
が
神
の
愛
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
　
即
ち
人
置
の
業
と
し
て
の
目
的
の
国
を
媒
介
契
機
と
し
て
尚
之
が
神
の
国
と
飛
躍
的
に
自
覚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
》
神
の
国
は
見
ゆ
べ

　
　
き
状
に
て
来
ら
ず
。
ま
た
「
視
よ
、
此
処
に
在
り
」
　
「
彼
処
に
在
り
」
と
人
々
言
は
ざ
る
べ
し
。
視
よ
、
神
の
国
は
汝
ら
の
内
に
在
る
な

　
　
り
《
（
ル
カ
伝
、
十
七
、
2
0
、
2
1
）
。
そ
れ
故
に
こ
そ
「
吾
々
自
身
の
（
道
徳
的
実
践
的
）
理
性
に
よ
っ
て
語
り
か
け
る
神
は
、
こ
の
彼
の
言

193　
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世
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概
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哲
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@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

3
　
葉
の
覧
る
誤
り
な
き
、
一
般
的
に
賜
白
な
る
解
釈
老
な
の
で
あ
る
」
（
U
禽
ω
馨
離
器
賊
雰
ざ
一
慈
①
P
の
メ
＜
σ
Q
一
・
濠
）
。
畢
直
す
る
に
カ
ン

　
　
ト
に
於
け
る
道
徳
（
雲
気
の
国
）
と
宗
教
（
神
の
国
）
の
異
同
は
良
心
の
直
接
態
と
反
省
態
に
稲
応
ず
る
が
如
く
で
あ
る
一
慮
》
ω
霞
α
q
Φ
《

　
　
の
呼
声
と
し
て
の
良
心
は
「
私
の
内
か
ら
舞
ω
ヨ
膣
来
て
而
も
私
を
超
え
て
降
げ
三
目
騨
来
る
」
（
ω
㊦
ぎ
⇔
巳
N
o
ド
ト
。
誤
》
＜
α
q
ピ
伽
緯
～
①
O
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
従
っ
て
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
、
宗
教
は
そ
の
全
自
律
性
に
も
拘
ら
ず
、
燗
別
的
道
徳
的
心
術
の
根
本
源
泉
で
あ
り
、
　
「
実
践
的
原
動
力
」

　
　
で
あ
る
、
他
方
道
徳
（
倫
理
）
は
同
様
に
最
深
の
内
精
神
的
人
格
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
尚
一
つ
の
「
理
論
的
力
」
に
留
ま
っ
た
も

　
　
の
で
あ
る
（
O
。
｝
お
p
。
や
鼻
こ
駆
。
。
H
）
。
だ
か
ら
し
て
「
神
と
吾
々
に
と
っ
て
見
え
ざ
る
併
し
希
望
さ
れ
た
世
界
な
し
に
は
道
徳
性
の
霜
主

　
　
的
諸
理
念
は
成
程
賛
同
と
驚
嘆
の
諸
対
象
で
は
あ
っ
て
も
、
併
し
企
図
と
遂
行
の
動
機
と
は
な
ら
ぬ
」
（
し
d
G
。
薩
）
と
。
　
（
了
）

　
　
V
（
1
6
）
　
従
っ
て
「
神
に
対
す
る
義
務
の
教
説
と
し
て
の
宗
教
論
は
道
徳
哲
学
の
限
論
外
に
あ
る
」
（
寓
①
欝
。
（
圏
．
ψ
”
ご
d
霧
島
昌
＝
ゆ
．
ら
。
q
熱
。
）
。
即
ち
諸
。
桟
巴

　
　
　
　
は
、
そ
の
労
Φ
σ
q
①
一
に
関
し
て
は
臨
立
的
義
務
表
象
に
留
ま
る
が
、
そ
の
膨
昌
窪
亡
び
。
。
三
虞
に
関
し
て
は
最
高
善
の
理
念
を
機
に
ヵ
2
お
δ
⇔
（
不
死
）
、

　
　
　
　
同
ぴ
o
o
ぴ
α
Q
δ
（
神
）
へ
と
自
己
超
越
的
に
転
身
す
る
（
d
ω
①
H
）
。
従
っ
て
実
践
的
自
巴
の
直
接
的
意
識
的
事
実
（
唇
。
・
富
。
静
切
○
◎
c
。
O
）
と
し
て
の
霞

　
　
　
　
由
は
神
・
不
死
（
話
。
。
建
鼻
¢
伽
潔
）
に
対
し
て
よ
り
内
在
的
で
あ
り
つ
つ
も
、
終
局
的
に
は
「
純
粋
実
践
理
性
の
要
請
一
般
」
（
も
く
賦
H
）
と

　
　
　
　
三
者
同
列
化
さ
れ
る
。
こ
の
実
践
的
境
位
の
二
層
、
即
ち
分
析
論
的
、
弁
譲
論
的
発
地
を
夫
々
「
実
践
的
認
識
扁
鳶
、
「
犀
的
論
的
認
識
」
N
と
も
言

　
　
　
　
え
よ
う
（
芝
山
罠
窪
。
や
。
搾
”
も
。
瓜
O
Q
）
。
之
に
「
理
論
的
認
識
」
袋
を
加
え
て
、
各
認
識
は
独
自
の
綜
會
命
題
、
（
黛
）
全
綜
合
判
断
の
最
爾
原
則

　
　
　
　
（
一
W
　
H
り
刈
”
　
圃
悶
y
　
（
為
）
純
粋
実
践
理
性
の
根
本
法
則
（
も
く
G
。
◎
＜
ソ
（
N
）
「
世
界
に
於
て
可
能
な
最
歯
面
を
汝
の
究
極
冒
的
と
せ
よ
」
（
潟
。
。
》
ニ
ヨ
・
）

　
　
　
　
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
W
（
1
7
）
　
実
践
理
性
の
着
駅
限
定
と
し
て
の
良
心
的
霞
覚
（
良
心
は
行
為
の
客
体
的
論
理
的
璃
断
で
は
な
く
て
、
行
為
へ
の
自
由
法
認
的
決
意
で
あ
る
）

　
　
　
　
に
基
づ
く
、
神
の
警
承
と
し
て
の
聖
書
解
釈
を
、
カ
ン
ト
は
ご
餌
9
｝
拓
津
ジ
。
プ
0
8
7
①
o
象
N
o
①
、
．
と
勢
い
、
貰
聞
蜜
書
の
典
型
的
押
入
ヨ
ブ
を
そ
の
実

　
　
　
　
証
と
す
る
（
C
ぴ
興
〔
蒙
≦
露
茜
窪
鑑
Φ
尉
℃
蓬
。
。
。
8
募
魯
窪
く
⑦
目
。
・
寝
室
貯
（
葦
↓
膨
8
＾
欝
。
ρ
b
コ
群
≦
》
ぴ
け
■
b
。
弘
心
α
～
δ
b
。
）
。
然
る
に

　
　
　
　
か
か
る
喪
心
的
自
力
更
生
㎝
本
槍
は
明
ら
か
に
パ
リ
サ
イ
的
偽
菩
の
危
険
を
孕
む
。
菌
み
に
神
と
サ
タ
ン
と
の
賭
（
「
ヨ
ブ
量
に
求
む
る
こ
と
な
く

　
　
　
　
し
て
神
を
畏
れ
ん
や
」
ヨ
ブ
三
一
9
）
に
於
け
る
苦
難
を
ヨ
ブ
は
臼
巴
の
無
罪
潔
霞
を
絶
怨
的
に
礁
信
ず
る
（
二
十
七
、
4
～
7
）
が
故
に
、
勿
論
エ

　
　
　
　
リ
パ
ズ
等
の
三
友
人
乃
至
エ
リ
フ
の
如
く
、
彼
の
所
業
へ
の
落
果
応
報
的
神
調
乃
灘
恩
恵
の
鞭
と
解
す
る
（
匙
o
H
（
窪
ぎ
翫
①
↓
7
0
0
鎌
N
①
①
）
こ
と
は
で

　
　
　
　
き
ぬ
。
併
し
ヨ
ブ
紀
の
最
重
要
課
題
は
、
ヨ
ブ
が
、
余
り
の
著
悶
の
故
に
そ
の
理
由
を
神
に
聞
訊
せ
ん
と
す
る
（
三
十
一
、
3
5
～
3
7
）
良
心
的
自
負
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自
認
こ
そ
人
間
の
倣
慢
で
あ
る
こ
と
を
「
暴
風
の
中
か
ら
笹
神
に
大
喝
き
れ
て
「
あ
あ
我
は
賎
し
き
者
な
り
」
と
「
我
窓
ら
恨
み
、
塵
灰
の
中
に
て

　
梅
ゆ
」
る
罪
の
根
源
的
自
覚
と
共
に
人
の
吉
凶
禍
福
を
超
え
て
神
へ
の
絶
対
服
従
を
誓
う
こ
と
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
三
十
八
～
圏
十
二
）
。

（
1
8
）
　
か
く
て
「
徳
偏
か
ら
「
恩
恵
」
へ
進
む
こ
と
を
唯
｝
の
「
正
道
」
と
な
す
（
菊
b
o
卜
。
P
＜
胞
■
菊
邸
O
α
～
⑩
）
自
律
の
福
音
と
し
て
の
道
徳
的
宗

　
教
に
終
始
し
た
こ
と
は
カ
ン
ト
出
身
の
智
徳
的
人
格
の
偉
観
を
呈
し
（
従
っ
て
カ
ン
ト
の
道
徳
は
所
謂
倫
理
の
地
平
を
突
破
し
て
宗
教
の
野
に
侵
入

　
し
て
い
る
解
法
最
深
の
道
徳
で
あ
り
）
得
て
も
、
宗
教
的
本
来
事
を
充
足
し
得
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
宗
教
的
主
体
は
自
己
の
善
を
為
す
時
、
他
出
を
も
含

　
む
天
地
慈
然
の
一
切
が
神
に
嘉
せ
ら
れ
て
あ
る
と
い
う
宇
宙
的
人
格
に
於
て
蕃
を
為
す
べ
き
が
故
に
。
あ
く
迄
⑦
ぎ
鵜
。
≦
o
ぼ
零
輔
．
き
§
§
鵠
建
に

　
基
づ
き
、
羊
の
毛
皮
は
羊
の
為
に
で
は
な
く
て
、
人
間
の
為
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
解
す
る
入
聞
中
心
的
転
釈
に
留
ま
る
限
り
（
侮
蔑
諺
9
ゆ
‘

　
綬
■
創
世
記
三
、
　
2
1
参
照
）
、
善
も
又
個
人
的
市
民
的
善
に
留
ま
り
、
自
己
救
済
即
他
者
救
済
と
な
る
如
き
ア
ガ
ペ
…
的
宗
教
に
は
な
り
得
ぬ
。
そ

　
の
為
に
は
理
性
の
限
界
線
上
に
危
立
す
る
根
元
悪
を
尚
客
体
的
理
性
根
拠
へ
と
押
戻
す
の
で
な
く
、
あ
く
迄
主
体
的
実
存
性
へ
沈
思
し
て
、
善
悪
の

　
彼
岸
に
、
万
物
利
用
の
自
然
の
君
主
と
し
て
の
宇
宙
的
繊
悔
（
例
え
ば
不
殺
生
戒
）
と
し
て
引
受
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
即
ち
冒
的
論
的
体
系
の
逆
対

　
応
で
あ
る
。
道
徳
的
賢
聖
の
徹
底
的
否
定
と
し
て
の
根
元
悪
の
絶
対
的
霞
覚
こ
そ
宗
教
の
始
め
に
し
て
終
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
例
え
ば
ロ
マ
書

　
第
七
章
の
パ
ウ
ロ
の
告
曲
。
唄
谷
省
吾
『
パ
ウ
ロ
の
神
学
』
特
に
附
録
参
照
）
。
か
く
す
れ
ば
魂
の
不
死
も
人
格
の
無
限
延
長
な
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的

　
要
諮
に
留
ま
ら
ぬ
（
「
自
由
と
い
う
ヌ
…
メ
ノ
ン
は
死
な
ぬ
偏
O
o
げ
①
調
。
唱
■
鼻
．
》
G
。
①
b
。
）
と
思
わ
れ
る
。

　
　
最
後
に
カ
ン
ト
知
識
論
へ
の
宗
教
的
反
省
を
以
て
欄
筆
す
る
。
　
「
魂
の
盲
圏
的
で
は
あ
る
が
不
可
欠
の
機
能
」
（
じ
d
H
8
）
と
し
て
の
構
想
力
か
ら

　
第
二
版
で
退
却
し
た
（
霞
Φ
一
傷
①
σ
q
磯
①
巴
9
　
H
（
℃
ζ
　
㈱
　
Q
o
一
）
カ
ン
ト
は
、
難
姓
に
真
理
を
託
し
た
。
か
く
し
て
対
象
を
超
時
間
化
し
、
紺
象
性
の
地
平
に

　
固
執
す
る
。
そ
れ
は
有
を
有
る
も
の
の
有
（
ω
①
陣
⇔
　
焦
①
Q
c
　
ω
O
一
①
づ
篇
①
訂
）
と
し
て
の
み
闘
う
て
い
る
の
で
あ
っ
て
有
そ
の
も
の
（
ω
¢
ぎ
鉱
㏄
ω
◎
ド
げ
霧
）
の

　
意
味
の
忘
却
で
あ
る
（
ω
①
ぎ
。
陰
く
Φ
円
α
Q
①
ω
ω
①
瓢
げ
Φ
津
”
d
ぴ
。
醜
創
①
旨
譲
¢
臼
⇔
鳳
ω
露
器
〔
環
象
。
湿
6
α
い
①
H
寝
①
く
O
質
篇
。
冠
≦
簿
ザ
H
ゲ
①
ぎ
閃
ド
質
。
『
①
＜
①
巴
莚
ぴ
q
〕
》

　
“
b
σ
酒
G
Q
①
）
。
か
か
る
有
と
有
る
も
の
の
「
差
異
の
忘
螂
」
（
罠
①
摸
陣
禦
巨
侮
U
漆
Φ
百
日
”
9
葺
器
壇
驚
①
。
。
ぎ
℃
建
晋
α
q
⑦
鍋
臼
勝
気
ド
ま
）
が
正
し

　
く
、
客
体
的
認
識
を
唯
一
絶
対
化
す
る
（
そ
の
実
、
人
聞
は
対
客
体
的
主
体
で
あ
っ
て
、
端
的
な
る
主
客
即
ち
超
越
論
的
統
覚
及
び
対
象
の
両
極
は

　
不
可
知
的
に
留
ま
る
に
も
拘
ら
ず
）
理
性
の
不
遜
で
あ
り
、
そ
こ
に
知
に
於
け
る
根
元
悪
が
暴
出
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
構
想
力
的
存
在
と
し
て
の

　
人
間
悪
は
認
識
論
的
に
は
「
感
性
」
的
所
与
と
「
悟
性
」
的
概
念
の
結
合
に
於
て
採
用
さ
れ
る
門
覇
里
偏
の
内
に
「
偽
」
　
「
仮
象
」
と
な
っ
て
現
前

　
す
る
（
じ
σ
刈
O
》
昌
ヨ
■
”
G
。
㎝
O
h
）
。
そ
の
顕
は
そ
の
奥
底
に
隠
れ
た
「
不
足
じ
ご
⑦
匹
¢
臥
鼠
ω
」
的
衝
動
と
し
て
の
「
人
間
理
性
」
の
「
窩
然
的
趣
癖
偏
に
あ

　
る
（
じ
尊
①
勺
O
）
。
然
ら
ば
か
か
る
無
明
的
閥
黒
に
脅
か
さ
れ
る
哲
学
思
想
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
が
「
始
め
に
虚
栄
心
磨
く
帥
鉱
鼠
あ
り
き
」
（
い
霧
伽
。
ロ
×

　
。
，
o
霞
8
ω
瓢
①
騨
導
○
猿
δ
簿
鳥
①
冨
話
嗣
薦
δ
炉
ω
邸
Q
。
・
嵩
亟
亀
一
蹴
。
詳
℃
肘
＄
ω
霧
φ
旨
く
。
話
一
酔
臥
屋
。
。
岱
①
困
難
鐸
8
）
と
規
定
す
る
日
常
的
文
化
的
発
展

哲
学
研
究
　
第
五
百
十
号

七
七
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世
界
概
念
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

と
は
根
元
的
に
は
深
き
連
関
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
今
は
之
を
問
い
と
し
て
残
し
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
大
学
文
学
部
〔
哲
学
〕
助
手
）

（
補
記
、
小
論
の
梗
概
は
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
知
と
信
」
と
い
う
題
罵
の
下
に
一
九
六
八
年
六
月
七
目
、
関
西
哲
学
会
に
於
て
発
表
さ
れ
た
。
）



types　ot’　theory　have　£heir　own　merits　and　defects　respectively．　lt　should，

howeveT，　be　noted　that　these　two　types　of　ethical　theory　are　not　incompa－

t’ible．　That　is，　teleelogical　or　utllitarian　theory　is　not　necessarily　naturalistic，

and　no　ethical　theory　whether　teleological　or　deontological，　can　demand　us

to　clo　something　beyond　what　we　can．　ln　other　words　a　prescriptive

statement　may　be　advocated　subject　to　factual　examination　but　is　not

reducibie　to　factual　statement．　Some　sort　of　utilitarian　argument　would　in

fact　conjoin　deontological　theoyy　and　teleological　theory　and　produce　a

rational　ldnd　of　ethical　theory　effective　to　fight　against　social　evils．

　　The　point　is　1）　that　we　should　not　try　to　justify　moral　decision　by　the

deduction　from　the　supreme　moral　prlnciples　or　ldeals　which　define　what　is

good，　and　2）　that　we　should　rather　pay　attention　to　what　is　actually　bad．

Basic　statements　for　the　constructlon，．　of　ethical　theory　should　be　those

statements　which　describe　bad　states　that　must　urgent｝y　be　eliminated．

Moral　icleals　tend　to　．crive　rise　to　the　confiicts　between　ethical　iudgements

rather　than　to　ac　ppease　them．

　　　　　Die　Phi至osoph豊e難ach　dem　We豆重begri貸

一Zum　ProbJem　der　Mo｝’al　und　ReligioB　bei　Kaltt一

von　K6gaku　Arifuku

Nach　Kant　unterscheidet　sich　die　Philosophie簸ach　dem　Weltbegriff　volI

derje簸igen　nach　de撮Schulbegriff，　und（玉1ese　macht　sich　geltend，　nur　insofern

sie　im　Dienste　vQn　lener　steht，　Die　drei　Fragen，　die　die　Ph圭losophie　nach

dem　XVeltbegriff　stelit：a）“Was　kann　ich　wissell　？》’b）“Was　soll　ich

tun？”，　c）“Was　darf　ich　ho長en？”werden　schlie葛1ich　zur　vierten　Frage：

“Was　ist　der　Mensch　？”gef甑rt，　und　zwar　nach　der　Ordnung，　i．n　der　sie

diese　Fragen　gegen　sich　selber　vorlegt，　（n註mlich　Metaphysik．吟Mora1→

Religion），　und　wollen　auf　die　letzte　Frage　Antwort　geben．　Die　Metaphysik

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　りselbst　vollbr量ngt　dabei　den　Ubergang　von　der　Transzendentalphilosophie，　in

der　es　sich　um　das　Formale　des　Verfahrens　der　Vernunft　handelt，　und　die

also　die　M6glichkeit　der　synthe£ischen　Urteile　a　priori　als　Grundproblem

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



der　theoretischen　Ph三10sophie　erklart，　zur　eigentlichen　Metaphysik，　in　der　es

sicl｝um　das　Materiale　handelt，　und　d童e　sich　mit　dem　sog．　Dreiideenschema，

i．e．　Gott，　Unsterblichl〈eit　und　Freiheit　als　Gegensti加de　der　praktischen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　のPhllosophie　besch謎tigt．　D三eser　Ul）ergang　ist　zun琶chst　nur　dadurch　m6glich，

daB　die　nega£ive　Transzendenz　im　Wissen　in　die　positlve　Immanenz　im

Glauben　u阻gewandelt　w三rd。　Letzten　Endes　aber勲θ7・schreiten－und　n玉cht

schrei繊．fort－sowohl　die　Philosophie　nゆdem　Weltbegr遜als　auch　die

elgent1三che　Metaphys三lc　von　der　Moral　zur　Religion　und　kommen　be三de　auf

die　Re玉igion　hinaus，　Dieses　Schre量ten　endet　deshalb　mit　dem　Postulat　vom

Dasein　Gottes，　der　der　Urgrund　f慧r　die　M691ichkeit　des　h6chsten　Gutes　als

nicht　in登nserer　Gewa玉t難ege且den　Endzwecks　ist、

　　Anderseits　hebt　das　hδchste　Gut》ttber　uns《das　radikale　B6se》in　uns，

im　Menschensubjekt《hervor、　Wlr　dtirfen　doch　hoffen，　daβwir，　lndem　wir

uns　durch　die　unserem　mora1玉schen　Streben　entsprechende　Gnade　Gottes

von　dem　radikalerl　B6sen　zu　befreien　versuchen，　unterwegs　zur　Etreichung

des　h6chs毛en　Gutes　bleiben．　Damit　wird　es　klar，　daS　die　Erwartung　auf

das　h6chste　Gut　und　das　Bekenntn圭s　vo磁rad量kalen　B6sen　beide　zugleich

in　dem　h6chst　moral圭schen　SelbstbewuStse玉n　eines　und　desselben　Sublektes

gegenw鼓rt三g　sind．　H至er　of£enbart　sich　das　Reich　Gottes　als　die　h6chste

moralische　Welt，　also　als　Utopie　der　Moral，　in　der　die　Verlassung　des

radikalen　B6sen　und　die　Verwirklichung　des　h6chsten　Gutes　m6glich

werden。

　　Dle　Moral　Uberschreitet，　wenn　das　Gute　oder　auch　das　Bδse　nachgedacht

w敬de，　doch　unumgi’nglich　zur　Religion　und　vervolll〈ommnet　sich．dadurch，

Auch　der　Zusa職ne曲ang　zwischen　Moral　und　Religion　wird　damit　von

neuem　ans　Licht　gebracht．

　　王ndieser　Abhandlullg玉st　aus　solchem　Gesichtspunkt　das薦erschreitend－

fortschreitende　dialektlsche　Ver圃t石玉s　zwischen　Moral　und　Religion，（und

noch　ursprUnglicher　zwischen　Wissen　und　Glaube鷺，　Theorie　und　Praxis）in

der　Philosophie　nach　dem　Weltbegri督一die　vo簸Kant　als　die　Wissenschaft　von

der　Bez圭ehung　aller　Erkenntnis　auf　die　wesentlichen　Zwecke　der　mensch一

玉ichen　Vernunft　（te玉eologia　rationis　humanae）　bezeich鵬£wird－behandelt

worden．
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